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8３ 
今
号
も
釦
号
以
来
続
け
て
い
る
共
同
執
筆
に
よ
り
、
平
成
Ⅳ
年
に
発
表
さ
れ
た
能
・
狂
言
関
係
の
単
行
本
お
よ
び
、
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
概
観
す
る
。
こ
の
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
・
小
論
、
研
究
と
も
関わるエッセイ等のうち主な物をとりあげ、全体を、単行本
（
表
き
よ
し
）
、
資
料
研
究
・
資
料
紹
介
（
小
林
健
三
、
能
楽
論
研
究
（高橋悠介）、能楽史研究（宮本圭造）、作品研究（伊海孝充・
山中玲子）、狂言研究（橋本朝生）、外国語による能研究（玉村
恭
）
の
七
つ
に
分
け
、
分
担
執
筆
し
て
い
る
。
前
号
同
様
、
演
出
・
技
法
研
究
は
作
品
研
究
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
の
能
役
者
に
よ
る
作
品
解
釈
や
翻
訳
の
問
題
等
を
扱
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
研
究
も
、
作
品
研
究
の
最
後
に
言
及
し
た
。
重
要
な
論
考
を
見
落
と
す
な
ど
の
遺
漏
も
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
ご
寛
恕
を
乞
う
。
単
行
本
「上方能楽史の研究」（宮本圭造著。Ａ５判剛頁。２月。和
泉
書
院
。
一
五
○
○
○
円
）
江
戸
時
代
を
中
心
に
、
上
方
に
お
け
る
能
楽
の
様
相
を
詳
細
に
考
察
し
た
書
。
「
序
章
手
猿
楽
の
発
生
と
展
開
」
で
室
町
期
の
手
猿
楽
の
研
究
展
望
（
平
成
十
七
年
）
活
動
を
概
観
し
、
「
第
一
章
江
戸
前
期
京
都
能
楽
界
の
動
向
」
で
は
紀
伊
藩
お
抱
え
役
者
の
渋
谷
、
禁
裏
の
能
で
活
躍
し
た
神
松
頼
母
や
小
畠
了
達
、
観
世
座
脇
役
者
の
進
藤
家
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「
第
二
章
南
都
禰
宜
衆
の
演
能
活
動
」
で
は
、
奈
良
の
み
な
ら
ず
京
都
や
大
坂
な
ど
広
い
範
囲
で
活
躍
し
、
諸
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
者
も
多
か
っ
た
南
都
禰
宜
衆
の
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。
「
第
三
章
神
事
猿
楽
の
動
向
」
で
は
紀
伊
・
播
磨
・
丹
波
の
神
事
猿
楽
で
活
躍
し
た
能
役
者
に
焦
点
を
当
て
る
。
「
第
四
章
畿
内
諸
藩
の
能
楽
」
で
は
紀伊徳川藩と宇陀松山藩の能楽への取り組みを論じている。
ま
た
資
料
篇
と
し
て
「
江
戸
前
期
の
禁
裏
・
仙
洞
能
」
「
洛
中
洛
外
の
勧進能」「紀伊藩お抱え役者の系譜」があり、様々な資料か
ら
関
連
す
る
事
柄
を
探
し
出
す
こ
と
に
よ
り
実
態
が
詳
し
く
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
付
篇
近
世
芸
能
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
に
は
女
舞
や
古
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
な
ど
の
考
察
が
あ
り
、
著
者
の
関
心
の
広
さ
が
窺
え
る
。
全
体
に
わ
た
っ
て
、
資
料
を
博
捜
し
て
実
態
を
解
明
していく圧倒的な迫力が感じられる書である。
「柳川藩十一万石立花家伝来能面能装束展』（国立能楽堂調
査
養
成
課
編
集
。
Ｂ
５
判
別
頁
。
２
月
。
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）
Hosei University Repository
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
国
立
能
楽
堂
で
行
な
わ
れ
た
展
示
の
図
録
。
出九州柳川藩の旧藩主である立花家伝来の能面・能装束が紹介
さ
れ
て
お
り
、
御
花
史
料
館
学
芸
課
長
の
植
野
か
お
り
氏
に
よ
る
解
説
「
旧
柳
川
藩
主
立
花
家
伝
来
の
能
楽
資
料
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
柳
川
藩
の
能
楽
に
関
す
る
資
料
は
あ
ま
り
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
具
体
的
な
様
子
を
把
握
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
宝
満
神
社
の
神
事
能
や
最
後
の
藩
主
立
花
鑑
寛
の
能
楽
愛
好
、
藩
お
抱
え
能
役
者
の
様
子
な
ど
が
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
「大和猿楽史参究」（表章著。Ａ５判柵頁。３月。岩波書店。
一二○○○円）
昭
和
卿
年
か
ら
平
成
３
年
の
間
に
本
「
能
楽
研
究
』
な
ど
に
発
表
し
た
大
和
猿
楽
関
係
の
論
考
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。
Ｉ
は
「
多
武
峰
の
猿
楽
」
と
「
薪
猿
楽
の
変
遷
」
で
、
大
和
猿
楽
四
座
が
参
勤
義
務
を
負
っ
て
い
た
両
寺
社
の
猿
楽
の
様
子
を
考
察
す
る
。
Ⅱ
は
「
大
和
猿
楽
の
「
長
」
の
性
格
の
変
遷
」
で
、
大
和
猿
楽
四
座
に
お
け
る
「
長
」
の
役
割
や
そ
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
座
の
構
成
員
が
翁
グ
ル
ー
プ
と
演
能
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
座
が
特
定
の
神
事
猿
楽
で
〈式三番〉を演じるための組織だったことなどを明らかにして
い
る
。
Ⅲ
は
「
世
阿
弥
以
前
」
「
観
阿
弥
清
次
と
結
崎
座
」
「
大
和
猿
楽
四
座
の
座
名
を
め
ぐ
っ
て
」
か
ら
成
り
、
観
阿
弥
創
座
説
の
否
定
な
ど
観
阿
弥
の
業
績
の
再
検
討
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
論
考
も
資
料
に
基
づ
い
た
着
実
な
考
察
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
説
を
覆
す
新
た
な
考
え
方
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
能
楽
史
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
論
考
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
大
和
猿
楽
を
め
ぐ
る
重
要
な
問
題
を
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
ことは大変喜ばしい。
『
能
の
背
景
」
（
中
村
格
・
田
中
成
行
・
村
田
勇
司
・
李
珍
鎬
著
。
Ａ
５判狐頁。３月。能楽出版社。三五○○円）
中
村
氏
と
そ
の
教
え
子
の
三
氏
と
に
よ
る
論
文
集
。
中
村
氏
分
は
「
能
の
背
景
」
「
日
本
海
の
交
通
と
文
学
」
弓
弓
八
幡
』
と
源
氏
嫡
流
説」、村田氏分は。小林』の周辺」「後北条氏と猿楽」「能に
描かれる人身売買の虚構性」「狂言「磁石』の発想と享受」、
田中氏分はヨ融」の場」「定家と歓喜天（聖天）信仰」。船弁
慶」を読み直す」、李氏分は「世阿弥の和歌摂取の理論と実
際」「世阿弥の〈女体の能〉の和歌摂取考」の論考が掲載され
て
い
る
。
ま
た
中
村
氏
に
よ
る
鴻
山
文
庫
蔵
「
宗
随
本
古
型
付
』
の
翻
刻・解説も収録されている。
創
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
１
「
外
国
人
の
能
楽
研
究
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
集
。
Ａ
５
判
珊
頁
。
３
月
。
法
政
大
学
国
際日本学研究センター）
平
成
咀
年
７
、
８
月
に
本
学
博
物
館
展
示
室
で
開
催
し
た
能
楽
資
料
展
「
世
界
の
中
の
能
Ｉ
外
国
人
の
能
楽
研
究
」
の
配
布
資
料
と
、
同
年
７
月
１
．
２
．
８
．
９
．
砠
日
の
５
日
間
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
別
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
第
８
回
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
に
注
が
れ
た
外
国
人
の
ま
な
ざ
し
」
の
講
演
記
録
と
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
た
も
の
。
Ｉ
「
能
に
注
が
れ
た
外
国
人
の
ま
な
ざ
し
」
に
は
、
河
村
ハ
ツ
エ
「
先
駆
者
た
ち
が
見
た
能
楽
」
、
西
野
春
雄
「
ペ
ル
ッ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
能
面
研
究
」
、
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
テ
「
能
翻
訳
の
変
化
／
こ
の
川
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年」（「作品研究」の項で紹介）、渡邊守章「クローデルと能」、
観
世
栄
夫
「
海
外
公
演
で
感
じ
た
こ
と
」
を
収
め
、
Ⅱ
「
能
楽
関
係
外
国
語
文
献
目
録
」
は
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
そ
の
他
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ロ
シ
ア
・
中
国
・
韓
国
・
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
イ
）
の
言
語
に
よ
る
能
楽
関
係
文
献
を
、
簡
単
な
内
容
紹
介
と
と
も
に
収
録
し
て
い
る
。
『
能
楽
の
中
の
女
た
ち
」
（
脇
田
晴
子
箸
。
四
六
判
珊
頁
。
５
月
。
岩
波書店。三○四五円）
女性が登場する能ｎ曲を取り上げ、それぞれの曲の特徴や、
登
場
す
る
女
性
の
思
い
な
ど
を
論
じ
た
も
の
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
曲は〈三輪・山姥・井筒・班女・砧・求塚・女郎花・百万・
桜
川
・
自
然
居
士
・
卒
都
婆
小
町
〉
。
単
に
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
の
背
景
と
な
る
事
柄
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
平
易
な
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
能
楽
愛
好
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
能
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
に
も
能
の
面
白
さ
が
伝
わ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
「
黒
川
能
の
研
究
」
（
菅
原
浩
二
箸
。
Ａ
５
判
〃
頁
。
５
月
。
私
家
版）黒
川
能
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
の
手
に
成
る
書
。
「
第
一
章
黒
川
能
の
歴
史
」
で
黒
川
能
の
歴
史
を
概
観
し
、
「
第
二
章
黒
川
能
研
究
史
」
で
は
大
正
期
か
ら
昭
和
別
年
代
、
昭
和
側
年
代
、
昭
和
印
年
代
、
昭
和
Ⅱ
年
代
以
降
に
区
切
っ
て
黒
川
能
に
関
す
る
著
書
・
論
文
な
ど
を
紹
介
す
る
。
「
第
三
章
研
究
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
で
は
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
著
書
・
論
文
に
見
ら
れ
る
説
を
、
黒
川
能
の
淵
源
に
関
し
て
、
黒
川
能
の
芸
風
に
つ
い
て
、
伝
統
を
支
え
て
き
た
も
の
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
整
理
し
直
し
て
い
る
。
「
第
四
章
芸
能
に
み
る
そ
の
効
果
と
存
在
意
義
に
つ
い
て
」
で
は
黒
川
能
と
田
楽
や
羽
黒
修
験
な
ど
と
の
関
係
に
触
れ
な
が
ら
黒
川
能
の
宗
教
性
を
考
察
す
る
。
「
附
章
王
祇
祭
の
次
第
」
で
は
二
月
の
王
祇
祭
ま
で
の
準
備
や
王
祇
祭
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
黒
川
能
に
つ
い
て
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
事
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
を
把
握
す
る
に
は
便
利
な
本
で
あ
る
。
「
芸
能
史
の
な
か
の
本
願
寺
ｌ
能
・
狂
言
・
茶
の
湯
・
花
の
文
化
史
ｌ
」
（
篭
谷
眞
智
子
箸
。
Ａ
５
判
刑
頁
。
６
月
。
自
照
社
出
版
。
七
○○○円）
本
願
寺
の
芸
能
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
き
た
著
者
に
よ
る
論
考
。
「
第
一
部
本
願
寺
の
能
・
狂
言
」
「
第
二
部
真
宗
文
化
の
発
見
」
に
分
か
れ
、
第
一
部
は
さ
ら
に
六
項
目
に
分
け
ら
れ
る
。
ヨ
蓮
如
時
代
の
能
・
狂
言
」
で
は
、
蓮
如
時
代
の
寺
院
で
の
演
能
の
状
況
を
概
観
し
、
蓮
如
が
能
・
狂
言
を
教
化
に
活
用
し
た
事
を
指
摘
、
さ
ら
に
小
田
原市の真楽寺に蓮如作として伝えられている能〈国府津〉を紹
介
す
る
。
「
二
実
如
・
証
如
時
代
の
能
・
狂
言
」
で
は
、
玄
人
の
能
役
者
の
本
願
寺
出
入
り
の
様
子
や
、
御
堂
衆
・
定
衆
・
坊
主
衆
と
い
っ
た
寺
内
の
演
能
者
の
活
動
、
本
願
寺
の
能
舞
台
の
変
遷
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
「
三
証
如
時
代
寺
内
手
猿
楽
の
実
態
」
で
は
装
束
奉
行
・
楽
屋
奉
行
と
い
っ
た
寺
内
演
能
の
た
め
の
職
制
が
整
え
ら
れ
て
い
く
様
子
が
、
「
四
本
願
寺
の
内
衆
下
問
氏
と
手
能
」
で
は
本
願
寺
坊
官
で
あ
る
下
問
氏
と
能
と
の
関
わ
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
五
石
山
本
願
寺
の
謡
初
と
「
翁
」
」
で
は
証
如
時
代
の
石
山
本
願
寺
に
お
け
る
謡
初
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や
「
翁
」
上
演
の
様
子
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
六
坊
官
下
問
少
進
法
印
仲
之
の
能
道
」
で
は
玄
人
以
上
の
活
躍
を
し
た
下
問
少
進
の
能
へ
の
取
り
組
み
を
、
本
願
寺
に
お
け
る
少
進
の
立
場
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
最
後
の
「
七
宗
祖
降
誕
会
祝
賀
能
成
立
の
経
緯
」
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
恒
例
化
し
た
降
誕
会
で
の
能
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
本
願
寺
で
の
多
く
の
能
の
催
し
や
そ
こ
で
の
様
々
な
役
者
の
活
動
は
能
楽
史
研
究
の
上
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
本
書
に
お
け
る
本
願
寺
の
能
の
実
態
追
究
は
、
き
わ
め
て
有
意
義
で
あ
る
。
『
世
阿
弥
能
楽
論
研
究
初
入
門
」
（
張
新
英
著
、
表
章
校
閲
。
Ｂ
６
判
捌
頁
。
６
月
。
わ
ん
や
書
店
。
二
一
○
○
円
）
中
国
か
ら
の
長
期
に
わ
た
る
留
学
生
活
に
お
い
て
能
楽
研
究
に
取
り
組んだ著者が、博士論文に基づきながら世阿弥能楽論研究の
手
引
き
と
し
て
ま
と
め
た
書
。
「
第
一
章
日
本
に
お
け
る
戦
後
の
世
阿
弥
研
究
」
で
は
、
大
正
期
か
ら
今
日
ま
で
の
世
阿
弥
研
究
の
歩
み
を
時
期
を
区
切
り
な
が
ら
紹
介
し
、
生
誕
年
や
幼
名
な
ど
世
阿
弥
の
経
歴
の
中
で
問
題
と
な
っ
た
事
柄
を
考
察
す
る
。
「
第
二
章
世
阿
弥
の
伝
書
」
で
は
金
春
大
夫
宛
書
状
を
含
め
て
皿
種
の
世
阿
弥
伝
書
に
つ
い
て
、
そ
の
特
色
や
問
題
点
を
一
種
ず
つ
丹
念
に
取
り
上
げ
て
い
く
。
「
第
三
章
世
阿
弥
能
楽
論
の
諸
相
」
で
は
、
稽
古
・
習
道
論
、
序
破
急
論
、
幽
玄
論
に
分
け
て
、
こ
れ
ら
の
事
柄
が
世
阿
弥
伝
書
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
ど
う
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
追
求
し
て
い
る
。
能
楽
論
研
究
に
取
り
組
み
始
め
て
徐
々
に
進
展
さ
せ
て
き
た
著
者
の
体
験
に
基
づ
く
記
述
な
だ
け
に
、
世
阿
弥
の
能
楽
論
研
究
を
志
す
人
に
と
っ
て
格
好
の
入
門
書
で
あ
り
、
著
者
が
世
阿
弥
能
楽
論
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
関
心
を
持
つ
て研究を進めてきたかがよくわかる。
「狂言画写の世界Ｉ影印・作品解説・装束の着付・装束の
構
成
‐
坐
（
安
東
伸
元
・
中
野
愼
子
箸
。
Ｂ
５
判
一
八
二
頁
。
７
月
。
和泉書院。五○○○円）
天保十五年二八四四）山田考達なる人の手になる狂言絵画
である茶梅庵文庫蔵「狂言画写』（巻子本。白描）の影印を中
心
に
、
描
か
れ
た
二
十
六
曲
に
つ
い
て
、
安
東
氏
に
よ
る
作
品
解
説
、
登
場
す
る
各
役
の
装
束
の
着
付
の
連
続
写
真
を
付
す
解
説
、
中
野
氏
に
よ
る
装
束
の
形
態
、
裁
ち
方
．
縫
い
方
に
ま
で
及
ぶ
構
成
技
法
の
解
説
を加える。〈見物左衛門〉などを収め、和泉流の舞台を描いた
ものだが、〈清水座頭〉に座頭と瞥女の仲裁をするらしい男が
描かれるのが不審。
「
岡
山
藩
主
池
田
綱
政
と
「
能
」
Ｉ
元
禄
期
の
大
名
の
生
活
と
能
Ｉ
」
（
西
脇
藍
著
。
Ａ
５
判
伽
頁
。
８
月
。
吉
備
人
出
版
。
三
一
五
○円）江戸
時
代
を
通
じ
て
能
楽
に
熱
心
だ
っ
た
岡
山
藩
の
藩
主
の
中
で
も
、
特
に
能
に
熱
中
し
た
四
代
池
田
綱
政
に
焦
点
を
当
て
、
岡
山
藩
の
能
へ
の
取
り
組
み
を
追
求
し
て
い
る
。
岡
山
藩
の
日
記
「
日
次
記
」
を
始
め
と
し
て
、
様
々
な
藩
政
資
料
を
駆
使
し
て
の
意
欲
的
な
論
考
に
な
っ
て
い
る
。
序
章
で
研
究
方
法
を
明
示
し
、
「
第
一
章
「
日
次
記
」
に
み
る
池
田
綱
政
の
「
能
匡
で
は
謡
初
や
御
能
初
と
い
っ
た
池
田
家
に
お
け
る
能
関
係
行
事
を
紹
介
し
、
綱
政
の
演
能
を
祝
儀
、
招
請
、
御
養
生
・
御
慰
、
稽
古
の
四
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
か
ら
第
四
章
の
「
江
戸
屋
敷
と
国
元
に
お
け
る
「
能
」
」
で
は
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第
１
期
（
延
宝
九
年
～
元
禄
九
年
）
、
第
Ⅱ
期
（
元
禄
十
年
～
宝
永
三
年
）
、
第
Ⅲ
期
（
宝
永
四
年
～
正
徳
四
年
）
に
分
け
て
綱
政
と
能
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。
江
戸
の
藩
邸
で
盛
ん
に
能
の
催
し
を
行
っ
た
第
１
期
か
ら
第
Ⅱ
期
、
岡
山
の
御
後
園
に
新
築
さ
れ
た
舞
台
で
の
催
し
を
多
く
の
人
に
見
物
さ
せ
た
第
Ⅲ
期
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
深
い
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
「
第
五
章
結
び
」
で
全
体
が
し
っ
か
り
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
将
軍
徳
川
綱
吉
の
能
楽
愛
好
の
影
響
で
江
戸
時
代
の
中
で
も
最
も
能
が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
に
、
諸
藩
の
大
名
に
も
影
響
を
与
え
た
池
田
家
の
能
の
様
子
が
詳
細
に
把
握
で
き
る
書
で
あ
る
。
「
あ
ら
す
じ
で
読
む
名
作
狂
言
印
」
（
小
林
實
・
監
修
、
森
田
拾
史
郎
・
写
真
。
Ａ
５
判
山
頁
。
８
月
。
世
界
文
化
社
。
一
八
○
○
円
）
題
名
通
り
印
番
の
狂
言
作
品
を
紹
介
す
る
。
あ
ら
す
じ
だ
け
で
な
く
、
笑
い
の
ポ
イ
ン
ト
や
そ
の
作
品
の
特
色
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
狂
言
の
歴
史
や
新
作
狂
言
、
間
狂
言
な
ど
狂
言
と
関
わ
る
様
々
な
事
柄
も
、
短
い
な
が
ら
要
を
得
た
文
章
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「世阿弥ヒューマニズムの開眼から断絶まで」（太田光一箸。
四
六
判
棚
頁
。
８
月
。
郁
朋
社
。
一
八
九
○
円
）
近
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
大
胆
な
推
測
を
加
え
、
世
阿
弥
の
生
涯
を
再
検
討
す
る
。
世
阿
弥
作
品
の
分
析
を
通
し
て
世
阿
弥
に
は
人
間
の
尊
厳
を
守
ろ
う
と
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
と
し
、
息
男
元
雅
の
死
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
受
け
継
が
れ
な
い
ま
ま
断
絶
し
た
と
する。『大鼓役者の家と芸ｌ金沢・飯島家十代の歴史ｌ」（長山直
治
・
西
村
聡
編
著
。
Ａ
５
判
棚
頁
。
ｎ
月
。
飯
嶋
調
寿
会
。
三
五
七
○
円）江
戸
時
代
に
加
賀
藩
の
大
鼓
方
町
役
者
と
し
て
活
躍
し
、
明
治
以
後
も
金
沢
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
き
た
飯
島
家
の
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
そ
の
歴
史
を
辿
る
。
主
に
近
世
部
分
は
長
山
氏
、
近
代
部
分
は
西
村
氏
が
担
当
し
て
い
る
。
冒
頭
に
「
概
説
大
鼓
飯
島
家
の
三
百
年
」
が
あ
り
、
「
第
一
章
飯
島
家
の
文
書
」
で
は
飯
島
家
伝
来
の
文
書
を
中
心
に
加
賀
藩
関
係
資
料
を
も
含
め
て
年
代
を
追
っ
て
翻
刻
・
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の
資
料
か
ら
窺
え
る
近
世
の
飯
島
家
の
様
子
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
「
第
二
章
近
代
飯
島
家
の
歩
み
と
記
録
」
は
明
治
以
後
の
雑
誌
・
新
聞
の
記
事
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
な
ど
様
々
な
飯
島
家
関
係
の
資
料
を
紹
介
し
、
近
代
の
飯
島
家
の
様
子
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
「
第
三
章
近
世
に
お
け
る
出
演
能
・
騨
子
番
組
」
と
「
第
四
章
近
代
に
お
け
る
出
演
能
・
離
子
番
組
」
は
各
時
代
に
お
け
る
飯
島
家
の
歴
代
が
出
演
し
た
催
し
の
番
組
を
集
成
し
た
も
の
で
、
章
ご
と
に
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
の
家
の
活
動
が
こ
れ
だ
け
多
く
の
資
料
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
大
き
な
驚
き
で
あ
り
、
金
沢
と
い
う
江
戸
時
代
の
地
方
都
市
の
中
で
は
き
わ
め
て
能
が
盛
ん
だ
っ
た
土
地
で
の
町
役
者
の
活
動
の
実
態
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
本である。
『
近
藤
乾
之
助
謡
う
心
・
舞
う
心
』
（
藤
原
摩
彌
子
著
。
Ａ
５
判
Ⅲ
頁
。
如
月
。
集
英
社
。
四
七
二
五
円
）
近
藤
乾
之
助
氏
の
舞
台
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
著
者
が
、
四
年
に
わ
た
る
取
材
を
も
と
に
ま
と
め
た
芸
談
。
第
一
章
で
は
乾
之
助
氏
の
生
い
立
ち
と
多
く
の
人
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
第
二
章
で
は
能
の
作
品
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そ
れ
ぞ
れ
へ
の
思
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
二
章
で
は
脇
能
ｎ
番
、
閉修羅能面番、鬘能銘番、四番目物乃番、切能洲番、計皿番が
取り上げられている点に特色が見られる。
「狂言鑑賞二百一番」（金子直樹・文、吉越研・写真。Ａ５
判脳頁。ｎ月。淡交社。一二○○円）
序
で
狂
言
鑑
賞
の
基
礎
知
識
を
紹
介
し
た
後
、
福
神
狂
言
・
御
百
姓
狂一一一一口・大名狂言といった作品分類に従って狂一一一一口の作品を紹介
し
て
い
く
。
あ
ら
す
じ
だ
け
で
な
く
「
鑑
賞
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品の特色や見どころを紹介するので、作品の様子が理解しや
すい。収録された曲数が多く、替間狂一一一一口・番外狂一一一一口・復曲狂
言・新作狂言まで取り上げられている点が親切である。
論
文【資料研究・資料紹介】
こ
の
年
の
資
料
研
究
と
し
て
ま
ず
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
「
国
文
学
解釈と教材の研究』（７月）の「能ｌ歴史と身体」という特集
において、【観世文庫解題】と題して観世文庫の調査研究報
告がなされたことである。これは二○○’一一年八月から松岡心
平
氏
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
共
同
研
究
成
果
の
中
間
報
告
で
あ
り
、
ま
ず
松
岡
氏
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
概
説
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
個
別
報
告
が
三
本
載
る
。
小
川
剛
生
「
江
戸
前
期
ｌ
演
能
の
記
録
を
中
心に」は、一一条康道編承応二年（一六五三）「猿楽故実」の考
証
で
、
大
染
金
剛
院
記
、
浄
明
珠
院
記
の
記
事
を
紹
介
し
、
そ
の
資
料
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
。
落
合
博
志
「
観
世
元
章
ｌ
明
和
改
正
謡
本
の
稿
本
な
ど
」
は
、
観
世
文
庫
内
の
元
章
関
係
資
料
を
概
観
し
て
、
明
和
改
正
謡
本
の
稿
本
と
見
ら
れ
る
謡
本
「
櫨
雪
集
」
「
江
櫨
鮎
雪
集
」
な
ど
四
点
の
資
料
に
つ
い
て
書
き
入
れ
を
詳
し
く
分
析
し
、
明
和
改
正
謡
本
の
第
一
次
稿
本
と
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
磯
田
道
史
「明治維新期」は、「親類書」「（清孝履歴と「鉄之丞石橋上演
に
付
、
徳
川
家
家
令
書
状
」
に
よ
り
明
治
初
年
頃
の
観
世
家
や
そ
の
周
辺
の
能
楽
諸
家
の
様
相
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
三
者
と
も
手
堅
い
資
料
考
証
と
な
っ
て
い
る
。
観
世
文
庫
の
資
料
は
三
千
点
に
も
上
る
と
さ
れ
るが、右の報告からも今後の研究成果が期待される。
中
司
由
起
子
二
寛
永
五
年
金
春
大
夫
重
勝
勧
進
能
図
」
」
（
「
能
と
狂
言
』
３
．
６
月
）
は
、
金
春
信
高
氏
所
蔵
の
資
料
の
紹
介
。
こ
の
勧
進
能の番組は「江戸初期能組控」に所収されていることから知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
舞
台
や
桟
敷
が
描
き
込
ま
れ
た
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
中
央
に
舞
台
、
上
部
に
楽
屋
な
ど
の
建
造
物
、
下
部
に
桟
敷
が
描
か
れ
て
お
り
、
桟
敷
に
は
四
十
五
名
の
大
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
警
護
の
小
屋
や
道
具
ま
で
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
江
戸
初
期
に
興
行
さ
れ
た
勧
進
能
の
場
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
好
資
料
で
あ
る。ワ
キ
方
の
資
料
が
二
点
翻
刻
さ
れ
た
。
飯
塚
恵
理
人
「
豊
嶋
十
郎
筆
『高安流仕舞附天」（二）」（『名古屋芸能文化」応。皿月）は
同
誌
Ⅲ
号
の
（
二
に
続
く
豊
嶋
十
郎
筆
の
ワ
キ
方
型
付
「
高
安
流
仕
舞
附
天
』
の
翻
刻
。
文
政
十
一
年
高
安
知
実
が
書
写
し
た
も
の
を
昭
和
六年に豊嶋十郎が転写したもので、〈自然居士》より《張良〉ま
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で
二
十
五
番
が
翻
刻
さ
れ
る
。
原
本
は
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
新
写
本
と
は
言
え
ど
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。
次
号
以
下
に
地
・
人
と
続
く
と
の
こ
と
。
も
う
一
つ
も
同
氏
に
よ
る
［
翻
刻
〕
新
城
川
村
類
造
手
沢
本
『
高
安
流
脇
世
理
賦
附
坤
Ｅ
ｓ
椙
山
国
文
学
』
羽
。
３
月
）
で
、
同
誌
肥
号
所
載
の
新
城
の
川
村
家
に
所
蔵
さ
れ
る
高
安
流
ワ
キ
方
川
村
類
造
氏
手
沢
の
「
高
安
流
脇
世
理
賦
附
」
の
乾
の
巻
に
続
く
翻
刻
で
あ
る
。
川
村
師
の
師
匠
鈴
木
九
平
が
明
治
十
五
年
に
書
写
し
た
も
の
で
、
新
城
の
祭
礼
能
の
折
に
実
際
に
用
い
ら
れ
た
本
で
あ
る
。
両
方
と
も
翻
刻
資
料
の
少
な
い
ワ
キ
方
高
安
流
の
資
料
だ
け
に
有
難
い
が
、
た
だ
の
翻
刻
紹
介
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
が
ワ
キ
方
の
演
能
史の上でどのような意味を持ち、今後の研究に有用であるか
な
ど
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
の
論
考
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
飯
塚
氏
の
Ｈ
Ｐ
に
も
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
伊海孝充「楠川文庫蔵書目録（付解題）」ｓ能楽研究』別。
５月）は金剛流から観世流へ転流した大正・昭和初期の能役
者
、
楠
川
正
範
氏
旧
蔵
資
料
の
解
題
付
き
目
録
。
金
剛
流
の
謡
本
・
演
出
資
料
が
大
半
を
占
め
る
が
、
伊
達
吉
村
が
書
写
し
た
謡
本
な
ど
仙
台
藩
旧
蔵
の
貴
重
資
料
も
含
む
こ
と
を
報
告
す
る
。
【能楽論研究］
ま
ず
、
「
花
伝
」
に
つ
い
て
の
論
文
か
ら
紹
介
す
る
。
岩
崎
雅
彦
「無所住と寿福増長ｌ「花伝』語彙考証、一一題」ｓ銭仙』剛。
５
月
）
は
、
「
花
伝
」
第
七
別
紙
口
伝
の
「
能
も
住
す
る
所
な
き
を
、
先
づ
花
と
知
る
べ
し
」
の
背
景
に
あ
る
『
金
剛
経
』
の
「
応
無
所
住
而
生
其心」の句（「六祖壇経』によって特に有名になった句）や、
奥
義
篇
の
「
寿
福
増
長
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
将
軍
を
中
心
と
す
る
文
化
圏
の
中
で
の
用
例
を
挙
げ
て
考
証
し
た
も
の
。
前
者
は
春
屋
妙
飽
の
一
行
書
に
も
み
え
、
後
者
は
住
心
院
実
意
の
「
熊
野
詣
日
記
』
で
現
世
利
益
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
寿
福
増
長
」
に
つ
い
て
は
、
石
黒
吉
次
郎
「
能
楽
論
ｌ
「
風
姿
花
伝』など」含国文学解釈と鑑賞』ｎ月）でも、「福寿増長」と
い
う
形
も
含
め
「
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
や
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
用
例
が
指
摘
さ
れ
、
も
と
も
と
は
寺
院
か
ら
出
た
言
葉
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
論
文
で
は
、
世
阿
弥
の
い
う
「
文
字
に
当
た
る
風
情
」
の
手
段
が
能
の
歌
舞
劇
化
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
論
じ
る
ほ
か
、
『
風
姿
花
伝
』
の
「
風
姿
」
の
語
が
、
歌
論
に
お
い
て
歌
の
優
雅
な
姿
の
意
で
使
わ
れ
て
い
た
「
風
姿
」
を
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
こ
の
他
、
天
野
文
雄
「
世
阿
弥
の
「
家
名
」
を
再
考
する」ｓおもて」別）は、奥義篇をはじめ、「遊楽習道風見』
『夢跡一紙」『却来華』にみえる言葉「かめい」「家名」は、
いずれも「佳名」の方がよく意味が通り、能〈八島〉にも「佳
名
」
で
解
釈
す
べ
き
用
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
「
佳
名
」
で
あ
る
可能性を論じる。
「花伝』以外の世阿弥能楽論研究としては、玉村恭「世阿
弥
の
能
楽
論
に
お
け
る
「
無
」
の
源
泉
ｌ
音
曲
論
の
果
た
し
た
役
割
を
めぐって」Ｓ美学』弱。６月）が挙げられる。『拾玉得花」や
「
遊
楽
習
道
風
見
』
に
お
け
る
有
無
の
対
立
を
止
揚
し
た
高
次
の
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無
」
の
源
泉
と
し
て
、
「
音
曲
口
伝
』
か
ら
『
曲
付
次
第
』
を
経
て
卯「風曲集』へと至る音曲論、特に「無文音感」説の果たした
役
割
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
禅
竹
能
楽
論
に
つ
い
て
は
、
『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ｌ
中
世
の
芸
術
と
文
化』３号（ｎ月）が禅竹特集を組んだことにより多くの論文が
出
て
い
る
。
こ
の
特
集
に
は
、
高
橋
悠
介
と
ポ
ー
ル
・
ア
ト
キ
ン
ス
（竹内晶子訳）による、日本と英語圏における禅竹研究の展望
と
論
文
リ
ス
ト
も
付
い
て
お
り
、
禅
竹
研
究
の
際
に
活
用
し
て
い
た
だ
けたら幸いである。便宜上、能楽論研究以外も含め、以下に
同誌所載の論文を紹介する。
竹
内
晶
子
「
禅
竹
と
比
愉
ｌ
「
熊
野
」
を
手
が
か
り
に
」
は
、
一
曲
を通じて繰り返し現れる比愉的意味を担った言葉「反復語」
として、〈熊野〉における「花」の比瞼を詳しく分析するほか、
〈定家〉の「雨」、〈賀茂〉の「水」、〈龍田〉の「紅葉」について
比
職
の
様
相
を
検
討
す
る
。
反
復
語
に
付
さ
れ
る
比
嶮
的
意
味
が
、
世
阿
弥
作
品
に
お
い
て
は
一
曲
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
禅
竹
作
品
で
は
多
義
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は
「
多
の
中
に
一
を
見
る
」
禅
竹
能
楽
論
の
思
考
回
路
と
も
通
底
し
て
い
る
と
す
る
。
松
岡
心
平
「
源
氏
物
語
を
読
む
金
春
禅
竹
」
は
、
禅
竹
が
『
歌
舞
髄
脳
記
』
な
ど
に
お
い
て
、
光
源
氏
が
舞
っ
た
青
海
波
言
源
氏
物
語
」
紅
葉
賀
巻
）
の
歌
舞
の
位
を
理
想
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
は
六
輪
一
露
説
と
同
じ
く
、
潜
在
的
な
力
の
領
域
が
こ
の
世
に
現
れ
出
て
くることに対する禅竹のこだわりとみる。また、〈楊貴妃〉
〈小督〉における『源氏物語』享受のあり方と工夫を分析し、
禅
竹
は
梗
概
書
だ
け
で
な
く
「
源
氏
物
語
」
本
文
を
し
っ
か
り
読
み
こ
な
し
た
上
で
能
を
作
っ
て
い
た
と
す
る
。
松
岡
智
之
「
禅
竹
伝
書
と
山
王
神
道
ｌ
「
明
宿
集
」
を
起
点
に
」
は
、
「
明
宿
集
」
に
み
え
る
山
王
権現と一一一輪明神の一体説や、六輪一露説での「三輪清浄」に
つ
い
て
、
山
王
神
道
説
の
影
響
を
考
証
し
た
も
の
で
、
『
明
宿
集
』
に
お
け
る
翁
一
体
説
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
論
文
と
な
っ
て
い
る
。
金
賢
旭
「
住
吉
明
神
と
金
春
禅
竹
の
「
明
宿
集
芒
は
、
住
吉
明
神
の
示
現
の
あ
り
方
に
つ
い
て
塩
士
老
翁
や
人
麿
な
ど
と
の
関
連
を
考
察
し
た
上
で
、
『
明
宿
集
」
に
お
け
る
住
吉
明
神
と
翁
の
一
体
説
の
背
景
と
し
て
、
住
吉
明
神
が
早
く
に
翁
の
形
象
を
と
る
神
と
さ
れ
た
こ
と
と
共
に
、
多
様
な
現
れ
方
を
す
る
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げる。高橋悠介「円満井座の舎利と禅竹」は、秦河勝伝来と
さ
れ
る
円
満
井
座
の
舎
利
の
由
来
讃
は
、
河
内
の
律
宗
寺
院
・
教
興
寺
の
舎
利
を
め
ぐ
る
言
説
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
想
定
し
た
。
ま
た
、
禅
竹
が
、
舎
利
と
日
本
の
神
の
一
体
説
の
思
想
的
根
拠
と
し
て
流
通
し
て
い
た
句
を
引
き
、
舎
利
と
翁
を
一
体
視
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
して、「明宿集』を読み直してみた。
『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
掲
載
以
外
の
禅
竹
研
究
で
は
、
高
橋
悠
介
「
金
春
禅竹の引く「覚大師云」の句について’六輪一露説と一心｜一一
観
」
（
『
能
と
狂
言
』
３
）
が
あ
る
。
禅
竹
が
「
稲
荷
山
参
龍
記
」
の
前
に
書
き
付
け
て
い
る
円
仁
仮
託
の
句
の
引
用
背
景
を
考
察
す
る
と
共
に
、
六
輪
一
露
説
の
展
開
の
中
に
見
ら
れ
る
一
心
三
観
を
め
ぐ
る
要
素
が
、
六
輪
と
釦
と
い
う
形
態
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
金
賢
旭
「
翁
信
仰
と
渡
来
文
化
」
含
国
文
学
解
釈
と
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教
材
の
研
究
』
７
月
）
は
、
翁
の
姿
を
と
る
神
の
中
に
は
八
幡
神
・
稲
荷
明
神
・
新
羅
明
神
・
赤
山
明
神
な
ど
秦
氏
の
信
仰
や
渡
来
文
化
と
関
わ
る
神
が
多
い
こ
と
か
ら
、
翁
信
仰
を
渡
来
文
化
の
影
響
と
い
う
視
角
か
ら
考
え
る
も
の
で
、
「
明
宿
集
』
の
鬼
面
・
翁
面
一
体
説
に
絡
め
て
、
「
寺
門
伝
記
補
録
』
に
新
羅
明
神
が
怒
鬼
か
ら
老
翁
に
変
じ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。
金
春
禅
鳳
に
つ
い
て
は
、
伊
海
孝
充
「
金
春
禅
鳳
の
芸
能
と
い
け
ば
な
’
「
花
が
能
に
ち
か
く
候
」
「
花
の
し
ほ
つ
け
」
考
」
ｓ
能
と
狂
言
」
３
）
が
あ
る
。
禅
鳳
が
「
花
が
能
に
ち
か
く
候
」
と
い
う
背
景
と
し
て
、
い
け
ば
な
な
ど
の
花
の
伝
書
と
禅
鳳
能
楽
論
の
共
通
性
を
検
討
し
、
当
座
で
自
由
に
表
現
す
る
時
の
風
情
や
自
然
体
の
美
し
さ
を
重
視
す
る
点
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
「
禅
鳳
雑
談
』
に
み
え
る
「
花
の
し
ほ
つ
け
」
「
花
の
し
ほ
ひ
し
」
を
塩
を
用
い
た
養
花
法
と
解
釈
し
た
上
で
、
禅
鳳
が
花
を
引
き
合
い
に
し
な
が
ら
、
能
で
も
外
見
だ
け
を
華
美
に
繕
う
の
は
良
く
な
い
と
論
じ
る
文
脈
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
【能楽史研究】
岬江戸時代の能楽史に関する研究が多いのが近年の傾向で
Ⅷあったが、この年は鎌倉・南北朝期の、比較的古いところを
割扱った論考がまとまって出たのをはじめ、『梅若実日記」の
躯刊行の影響で、近代能楽史に関する論考が比較的多く見られ
研
る
な
ど
、
新
た
な
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
前
者
は
と
も
か
く
、
近
代
の
能
１
楽
を
取
り
上
げ
た
論
文
は
今
後
も
引
き
続
き
数
多
く
発
表
さ
れ
る
こ
と
９
 
が
予
想
さ
れ
、
能
楽
史
の
領
域
は
こ
の
十
年
で
大
き
く
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
は
ま
た
、
江
戸
時
代
の
諸
藩
に
お
け
る
能
面
製
作
・
管
理
の
実
態
を
取
り
上
げ
た
論
考
も
ま
と
ま
っ
て
出
た
。
美
術
史
と
し
て
の
能
面
研
究
で
は
な
く
、
近
世
能
楽
史
の
枠
組
み
の
中
で
能
面
史
を
新
た
に
捉
え
直
す
試
み
も
、
近
年
の
一
つ
の
傾
向
と
い
え
よ
》７。ま
ず
は
、
古
い
時
代
を
取
り
上
げ
た
も
の
か
ら
。
沖
本
幸
子
「
滝
口
と
芸
能
」
（
『
能
と
狂
言
」
３
）
は
、
宮
中
警
護
に
あ
た
る
滝
口
と
芸
能
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
も
の
で
、
残
さ
れ
た
僅
か
な
資
料
を
丁
寧
に
読
み
解
い
て
、
滝
口
の
問
籍
が
芸
能
化
し
、
や
が
て
彼
ら
が
芸
能
者
的
存
在
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
寺
院
延
年
の
場
に
参
加
し
た
「
本
所
者
」
と
滝
口
と
の
関
係
な
ど
、
な
お
は
っ
き
り
し
な
い
点
も
残
る
が
、
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
の
「
侍
猿
楽
」
を
滝
口
の
芸
能
の
延
長
に
位
置
付
け
る
な
ど
、
重
要
な
指
摘
が
多
い。天
野
文
雄
「
鎌
倉
末
期
の
田
楽
界
と
相
模
入
道
高
時
」
ｓ
芸
能
史
研
究
」
棚
。
１
月
）
は
、
東
大
寺
文
書
中
の
田
楽
に
関
す
る
新
資
料
の
紹
介
。
手
掻
会
の
田
楽
座
入
座
を
め
ぐ
っ
て
、
北
条
高
時
が
介
入
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
、
高
時
の
田
楽
愛
好
や
当
時
の
田
楽
座
の
実
態
が
具
体
的
に
窺
え
る
点
が
貴
重
で
あ
る
。
鎌
倉
末
期
と
南
北
朝
期
の
田
楽
と
権力者との関係にも論が及び、当時の能界が田楽圧倒優位の
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
田
楽
の
役
者
で
あ
る
増
阿
弥
の
事
跡
を
取
り
上
げ
た
の
が
、
重
田
み
ち
「
増
阿
弥
全
盛
期
」
二
鋳
仙」剛。３月）。「山科家礼記』に見える応永十九年四月・八
月
の
常
在
光
院
で
の
義
持
臨
席
の
田
楽
興
行
に
つ
い
て
、
増
阿
弥
に
よ
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る
演
能
の
可
能
性
を
指
摘
し
、
こ
れ
が
義
持
の
増
阿
弥
晶
眉
の
契
機
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る
。
ま
た
、
小
川
剛
生
「
良
基
と
世
阿
弥
」
ｓ
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
３
．
，
月
）
は
、
副
題
に
二
良
基
消
息
詞
』
偽
作
説
を
め
ぐ
っ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
百
瀬
今
朝
雄
氏
の
「
自
二
条
殿
被
遣
尊
勝
院御消息詞」偽作説に対する反論。百瀬氏が不自然とされた
語
の
用
法
に
つ
い
て
、
そ
の
指
摘
が
妥
当
で
な
い
こ
と
を
一
つ
一
つ
論
証
し
、
良
基
の
文
章
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
本
消
息
が
仮
名
文
の
作
品
と
し
て
公
開
を
前
提
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
主
張
は
何
れ
も
説
得
力
が
あ
り
、
随
所
に
世
阿
弥
の
幼
年
期
を
考
え
る
上
で
重
要
な
指
摘
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
本
消
息
の
文
学
作
品
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
前
年
に
発
表
さ
れ
た
岩
崎
雅
彦
「
老
連
歌
師
と稚児’二条良基書状の文学的構造Ｉ」（『銭仙』班。６月）
にも指摘がある。
室
町
後
期
の
能
楽
史
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
田
口
和
夫
「
寛
正
五
年
糺
河
原
勧
進
猿
楽
追
考
（
二
」
（
文
教
大
学
『
文
学
部
紀
要
』
四
１
１
．
９
月
）
、
小
森
崇
弘
「
後
士
御
門
天
皇
期
の
禁
裏
に
お
け
る
猿
楽
興
行
の諸様相」（「芸能史研究』Ⅲ。４月）の二本が管見に入った。
田
口
稿
は
、
音
阿
弥
・
観
世
正
盛
に
よ
る
寛
正
五
年
糺
河
原
勧
進
猿
楽
で勧進聖をつとめた鞍馬寺の僧についての考証。従来、事跡
が
不
分
明
で
、
名
前
も
記
録
に
よ
っ
て
「
春
松
院
」
「
青
松
院
」
「
善
盛
」
「
春
盛
」
と
揺
れ
が
見
ら
れ
た
が
、
田
口
氏
は
横
川
景
三
『
補
庵
京華外集』に「春松院春盛老人像賛」が見えることを紹介し
て
、
春
松
院
春
盛
が
正
し
い
こ
と
を
指
摘
、
ま
た
そ
の
特
異
な
経
歴
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
。
小
森
稿
は
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
、
後
士
御
門
天
皇
期
の
禁
裏
御
所
で
の
猿
楽
興
行
の
在
り
方
を
分
析
し
た
も
の
で、同時期の猿楽が「内々」「外様」「御所御所」「女房」な
ど
、
公
家
社
会
の
集
団
ご
と
の
申
沙
汰
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
、
こ
う
し
た
申
沙
汰
の
猿
楽
は
、
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
朝
儀
に
代
わ
っ
て
、
天
皇
と
公
家
と
の
君
臣
関
係
を
確
認
す
る
儀
礼
の
場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
す
る
。
従
来
の
能
楽
史
研
究
で
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
猿
楽
興
行
の
一
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
好
論
で
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
む
べ
き
こ
と
に
氏
は
昨
年
若
く
し
て
急
逝
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
古
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
能
の
歴
史
を
見
渡
し
、
か
つ
能
の
地
方
伝
播
を
問
題
と
し
た
論
に
山
路
興
造
「
芸
能
史
に
お
け
る
猿
楽
能」（「能と狂言」３）がある。物真似を本質とする猿楽芸が、
翁
猿
楽
と
い
う
新
た
な
形
態
の
芸
能
を
創
出
し
、
そ
の
後
地
方
に
伝
播
し
て
各
地
独
自
の
能
の
形
態
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
過
程
を
巨
視
的
に
見
る
。
従
来
は
民
俗
芸
能
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
山
伏
神
楽
に
つ
い
て
も
、
能
楽
史
の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
提
言
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、
近
世
能
楽
史
関
係
。
こ
の
年
は
江
戸
幕
府
の
五
座
の
能
に
つ
い
て
の
論
文
は
少
な
く
、
地
方
の
能
楽
史
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
目
立
っ
た
。
池
田
英
悟
「
延
宝
五
年
の
大
坂
勧
進
能
」
（
武
蔵
野
大
学
「
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
咄
。
３
月
）
、
山
川
暁
「
大
倉
七
左
衛
門
家
蔵
「
能
離
子
組
」
に
み
る
尾
張
徳
川
家
の
演
能
」
（
「
尾
陽
』
２
．
４
月
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
坂
・
尾
張
藩
の
能
の
様
相
を
番
組
か
ら
考
察
し
た
論
考
。
池
田
稿
は
、
延
宝
五
年
、
大
蔵
庄
左
衛
門
に
よ
っ
て
催
さ
れ
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た
大
坂
勧
進
能
の
番
組
構
成
と
出
演
役
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、
そ
の
特
徴
を
探
っ
た
も
の
。
山
川
稿
は
、
大
倉
家
蔵
『
能
嘩
子
組
』
を
も
と
に
、
六
代
藩
主
継
友
の
代
に
お
け
る
尾
張
藩
の
演
能
の
あ
り
方
を
子
細
に
検
討
し
、
前
代
に
比
し
て
藩
主
自
演
の
稽
古
能
が
影
を
潜
め
、
身
内
の
慰
み
能
が
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
す
る
。
山
川
氏
に
は
、
他
に
「
新
出
の
古
沢
厳
島
神
社
所
蔵
能
装
束
と
高
野
山
下
の
神
事
能
」
（
「
京
都
国
立
博
物
館
学
叢
』
〃
。
５
月
）
も
あ
り
、
紀
伊
高
野
山
麓
の
古
沢
厳
島
神
社
所
蔵
の
能
装
束
を
桃
山
期
以
前
の
貴
重
な
作
例
と
し
て
紹
介
し
て
、
同
社
で
行
な
わ
れ
て
い
た
神
事
能
と
の
関
連
に
論
及
す
る
。
こ
の
他
、
鈴
木
正
人
「
政
宗
と
能
楽
」
ｓ
駒
沢
史
学
』
閃
。
７
月
）
、
表
章
「
観
世
織
部
清
尚
三
男
の
宝
生
大
夫
友
勝
」
（
『
鏡
仙
」
柵
。
４
月）、野崎典子「元和年中の女能」（「東海能楽研究会十周年
記
念
論
集
』
。
５
月
）
が
あ
り
、
鈴
木
稿
は
曲
直
瀬
玄
朔
宛
の
新
出
の
政
宗
書
状
を
紹
介
し
て
、
政
宗
主
催
の
能
興
行
に
お
け
る
政
治
的
意
図
を
考
察
。
表
稿
は
生
年
や
経
歴
な
ど
に
不
明
な
点
の
多
い
宝
生
大
夫
友
勝
の
事
蹟
を
考
証
し
、
観
世
家
か
ら
宝
生
家
に
養
子
入
り
し
た
経
緯
や
、
そ
の
当
時
の
年
齢
に
つ
い
て
、
落
合
博
志
氏
蔵
「
宝
生
流
能
伝
書
」
な
ど
を
も
と
に
新
見
を
呈
示
す
る
。
野
崎
稿
は
女
能
を
取
り
上
げ
た
数
少
な
い
論
考
で
、
江
戸
初
期
に
流
行
し
た
女
能
の
上
演
に
お
い
て
、
〈
海
士〉や〈山姥〉がしばしば脇能として演じられていることに着
目
、
そ
の
背
景
を
探
っ
て
い
る
が
、
中
間
報
告
的
な
内
容
に
と
ど
ま
っ
ているのが残念である。
ま
た
、
近
世
に
お
け
る
能
の
周
辺
芸
能
へ
の
影
響
を
論
じ
た
も
の
に
、
近藤美織「歌舞伎における今様と能・狂言」（『演劇研究セン
タ
ー
紀
要
』
５
．
１
月
）
が
あ
る
。
歌
舞
伎
の
顔
見
世
狂
言
・
曽
我
狂
一一一一口に見える「今様」の所作事と能・狂言との関係を考察した
も
の
で
、
板
谷
徹
氏
ら
に
よ
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
「
今
様
」
の
所
作事が多く上演された明和期の歌舞伎の作品を取り上げ、番
付・評判記などをもとに、能・狂言の趣向取りの実際を具体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
調
査
自
体
は
手
堅
い
も
の
で
あ
る
が
、
能
取
り
物
の
所
作
事
が
「
今
様
」
と
呼
ば
れ
た
背
景
、
そ
の
歌
舞
伎
史
に
お
け
る
歴
史
的
意
義
な
ど
、
よ
り
大
き
な
視
点
か
ら
の
言
及
が
も
う
少
し
ほ
し
い
と
こ
ろ
。
続
い
て
、
近
代
能
楽
史
関
係
。
小
林
貴
「
青
山
大
宮
御
所
御
能
御
用
係顛末」（『能楽資料センター紀要」Ｍ）、三浦裕子「初代梅
若
実
と
一
六
稽
古
」
（
『
能
と
狂
言
」
３
）
は
、
と
も
に
『
梅
若
実
日
記
』
と
い
う
第
一
次
資
料
の
刊
行
を
受
け
て
の
成
果
で
あ
る
。
小
林
稿
は
英
照
皇
太
后
の
内
意
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
青
山
大
宮
御
所
御
能
御
用
係
に
つ
い
て
、
『
梅
若
実
日
記
』
を
も
と
に
、
そ
の
実
態
を
詳
細
に
跡
付
け
た
も
の
。
従
来
明
確
で
な
か
っ
た
御
能
御
用
係
の
人
数
や
そ
の
構
成
員
の
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
御
能
御
用
係
へ
の
下
賜
金
の
そ
の後の行方にまで言及する。一一一浦稿は、初代梅若実が催した
稽
古
会
で
あ
る
一
六
稽
古
に
つ
い
て
、
『
梅
若
実
日
記
』
に
見
え
る
関
連記事を丹念に調査し、二十年にわたる一六稽古を七期に分
類して、それぞれの時期の稽古の特徴を整理するとともに、
そ
の
意
義
を
探
っ
た
も
の
。
梅
若
実
の
手
記
で
は
一
六
稽
古
の
始
期
を
明
治
十
七
年
と
す
る
が
、
実
際
に
は
明
治
十
八
年
の
開
始
で
あ
る
こ
と
を
「
梅
若
実
日
記
」
に
よ
り
確
認
す
る
。
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近
代
の
能
楽
史
を
取
り
上
げ
た
論
考
に
は
、
他
に
伊
藤
真
紀
「
デ
ュ
ポン嬢の能」（「文芸研究」開。３月）、飯塚恵理人「数寄者
の時代」ｓ東海能楽研究会十周年記念論集どもある。伊藤稿
は
、
大
正
期
に
来
日
し
て
金
剛
謹
之
輔
の
も
と
で
稽
古
を
積
み
、
一
九
一九年にはニューヨークで能をモチーフにしたダンス公演を
行
な
っ
た
デ
ュ
ポ
ン
の
事
蹟
を
、
新
聞
や
雑
誌
記
事
を
も
と
に
明
ら
か
にした論で、女性演能史・近代舞踏史とも関わる興味深い内
容
。
飯
塚
稿
は
、
尾
張
藩
の
御
用
商
人
の
末
嵩
で
、
維
新
後
も
豪
商
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
た
関
戸
守
彦
と
能
と
の
関
わ
り
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
宝
生
流
の
大
野
藤
五
郎
、
古
春
増
五
郎
に
就
い
て
能
の
稽
古
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
、
他
の
富
商
と
と
も
に
呉
服
町
能
楽
倶
楽
部
を
組
織
して、名古屋における演能の後援者としての役割を果たした
こと、関戸家蔵の能道具が守彦没後に売り立てられたことを、
明
治
期
の
新
聞
記
事
な
ど
に
基
づ
い
て
記
す
。
近
代
の
能
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
関
戸
家
の
姿
に
焦
点
を
当
て
た
最
初
の
論
考
で
あ
る
点
は
貴
重
だ
が
、
肝
腎
の
関
戸
守
彦
自
身
の
演
能
活
動
に
つ
い
て
の
言
及
は
少
ない。続いて、能面史に関する論考も便宜上ここで取り上げる。
ま
ず
、
米
田
真
理
「
健
忘
斎
の
能
面
鑑
定
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
ｓ
東
海
能
楽
研
究
会
十
周
年
記
念
論
集
乞
。
彦
根
藩
が
福
山
藩
阿
部
家
旧
蔵
面
を購入する際に、喜多古能らとの間で交わされた能面鑑定に
関する書状（彦根城博物館蔵）を紹介して、古能の古面鑑定の
在
り
方
を
論
じ
た
好
論
。
「
仮
面
譜
』
の
著
者
で
あ
る
喜
多
古
能
が
ど
の
よ
う
に
能
面
の
目
利
き
を
行
な
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
際
が
窺
え
る。同誌所収の保田紹雲「因州藩旧蔵能面に関する考察」は、
氏
が
以
前
か
ら
ま
と
め
て
い
る
鳥
取
池
田
藩
旧
蔵
面
に
つ
い
て
の
考
察
の
続
編
。
前
稿
の
誤
謬
を
改
め
、
ま
た
資
料
を
追
加
し
て
、
池
田
吉
泰
による能面収集の経緯、面裏の銘文から窺える写しの多様性、
他
藩
所
蔵
面
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
多
角
的
に
論
じ
る
。
全
体
の
構
成
が
や
や
未
整
理
で
、
論
旨
が
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
が
散
見
す
る
が
、
膨大な面のデータを収集して鳥取池田藩旧蔵面を一覧化した
表
は
労
作
。
保
田
氏
は
同
年
に
本
稿
の
補
論
で
あ
る
「
補
遺
・
因
州
侯
（鳥取藩池田家）旧蔵能面に関する考察」ｓ名古屋芸能文化」
咽
）
を
続
い
て
発
表
、
新
た
に
デ
ー
タ
を
追
加
し
て
更
な
る
追
考
を
試
み
て
い
る
が
、
前
稿
と
内
容
の
重
複
す
る
点
も
多
い
。
【作品研究］
本
年
は
久
し
ぶ
り
に
、
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
７
月
号
で
「
能
ｌ
歴
史
と
身
体
」
と
題
す
る
能
の
特
集
が
組
ま
れ
た
の
で
、
ま
ず
は
そ
こ
に
掲
載
の
論
か
ら
紹
介
す
る
（
以
下
に
掲
げ
る
ほ
か
に
、
他
項
で
言
及
し
て
い
る
論
考
も
あ
る
）
。
谷
知
子
「
夢
幻
能
と
中
世
和
歌
ｌ
「
人
待
つ
女
」
の
造
型
」
は
和
歌
の
本
歌
取
手
法
か
ら
夢
幻
能
の
形成を考える。「鶉」「砧」を詠む和歌を例に、後日談的解釈
を
し
た
本
歌
取
詠
が
、
結
ば
れ
な
い
恋
の
悲
劇
的
展
開
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
過
去
の
物
語
を
解
釈
す
る
際
に
、
待
つ
女
の
悲
劇
を
強く意識させている点が夢幻能（特に〈井筒〉）と類似すると言
う
。
定
説
を
見
な
い
夢
幻
能
の
生
成
過
程
に
新
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。
竹本幹夫「〈丹後物狂〉の形成」は〈丹後物狂〉の改作過程と世
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阿
弥
の
物
狂
能
論
の
変
遷
を
考
察
す
る
。
〈
笛
物
狂
〉
（
現
存
詞
章
は
改
作を経ている）とほぼ同内容であった井阿弥作〈丹後物狂〉は
世
阿
弥
に
よ
っ
て
歌
舞
的
要
素
が
濃
い
シ
テ
中
心
の
能
へ
と
改
作
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
世
阿
弥
伝
書
の
記
述
を
も
と
に
、
狂
乱
の
演
技
か
ら
芸
能
性
の
重
視
へ
と
世
阿
弥
が
意
図
す
る
物
狂
能
の
性
格
が
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
末
尾
に
は
世
阿
弥
後
の
展
開
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
「
物
狂
能
史
」
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
土
屋
恵
一
郎
「
多
田
富
雄
の
歌
と
能
ｌ
新
作
能
『
無
明
の
井
』
「
望
恨
歌
芒
は
〈
無
明
の
井〉の考察を中心とした多田富雄論ともいうべきもの。〈無明
の井〉は脳死という現在社会が抱える問題をテーマにしてい
ながら、『万葉集」に「本説」を求め、〈檜垣〉の詞章を転用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
能
の
歴
史
と
深
く
繋
が
り
、
そ
の
詞
章
は
「
重
層
的
な
記
憶
の
場
所
」
で
安
定
し
た
世
界
を
表
現
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
手
法
は
「
本
説
」
を
再
構
成
し
、
普
遍
的
な
意
味
の
生
成
を
具
現
化
し
た
禅
竹
と
類
似
す
る
と
考
え
る
。
天
野
文
雄
「
能
の
復
活
上
演
の
実
際
と
課
題
Ｉ
私
の
「
復
曲
」
参
画
体
験
か
ら
」
は
復
曲
の
過
程
と
問
題
点
の
紹
介
。
詞
章
を
改
変
す
る
か
否
か
、
演
出
の
古
形
の
こ
だ
わ
り
に
演
者
と
研
究
者
の
立
場
が
分
か
れ
る
こ
と
、
演
式
の
復
元
の
意
義
、
観
客
へ
の
対
応
な
ど
を
説
明
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
〔
対
談
〕
小
林
康
夫
・
松
岡
心
平
「
世
阿
弥
の
身
と
心
と
体
ｌ
存
在
と
時
間
」
、
大
倉
源
次
郎
「
能
楽
嚇
子
の
成
立
の
体
験
的
一
考
察
」
、
観
世
清
和
「箱崎ｌ天女の舞について」、村上湛「能の身体・さまざまな
身体ｌ古典劇批判の立場から」を含む。
「観世』では〈弱法師〉〈安宅〉〈碇潜〉の特集が組まれた。小
林健二「作品研究〈弱法師〉」（１月）は先行研究の中で指摘さ
れているクナラ太子認の影響を再検討し、『三国伝記』に〈弱
法
師
〉
の
［
サ
シ
］
に
類
似
し
た
文
句
が
み
え
る
こ
と
を
根
拠
に
、
中
世
の
唱
導
説
話
の
中
に
流
布
し
た
同
讃
に
拠
っ
て
作
能
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
具
体
的
な
典
拠
は
特
定
し
に
く
い
だ
ろ
う
が
、
〈
弱
法
師
〉
と
ク
ナ
ラ
太
子
説
話
と
の
交
流
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
論
考
で
あ
る
。
増
田
欣
「
作
品
研
究
「
安
宅
」
ｌ
弁
慶
の
作
打
ｌ
」
（
５
月
）
は
〈
安
宅
〉
の
素
材
を
追
究
す
る
。
弁
慶
が
義
経
を
打
櫛
す
る
話
は
中
世
文
芸
の
様
々
な
作
品
で
話
柄
が
異
な
る
が
、
中
国
の
故
事
に
類
話
が
散
見
さ
れ
る
と
し
、
特
に
『
寒
薬
環
綴
」
に
み
え
る
曇
永
の
話
が
最
も
近
い
と
位
置
づ
け
る
。
中
国
故
事
と
は
確
か
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
故
事
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
と
、
〈
安
宅〉との関係は単純ではないだろう。中司由起子「〈安宅〉の
作
者
に
つ
い
て
」
（
６
月
）
は
、
表
章
氏
の
非
信
光
作
説
や
、
宮
増
説
を
示
唆
す
る
先
行
研
究
を
紹
介
、
再
検
討
す
る
。
さ
ら
に
「
舞
芸
六
輪
次
第」に〈安宅〉が掲載されている点から、群小猿楽の周辺で作
ら
れ
た
可
能
性
も
示
す
。
先
行
研
究
の
紹
介
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
中
司
氏
自
身
の
も
う
一
歩
踏
み
こ
ん
だ
考
察
を
提
示
し
て
ほ
し
かった。表きよし「作品研究〈碇潜と（、月）は〈碇潜〉の変遷
過
程
を
追
う
。
江
戸
時
代
、
綱
吉
・
家
宣
時
代
に
復
曲
さ
れ
た
〈
碇
潜
〉
は
、
江
戸
後
期
に
金
剛
流
で
は
初
め
て
演
目
に
加
え
ら
れ
、
金
春
で
は
別
家
の
大
蔵
大
夫
で
演
じ
ら
れ
、
観
世
で
は
元
章
が
改
訂
を
加
え
明
和
本
に
所
収
し
た
と
い
っ
た
江
戸
時
代
の
様
相
を
示
す
。
こ
の
過
程
で
大
人
数
の
登
場
人
物
を
省
略
す
る
形
が
誕
生
し
た
が
、
そ
の
形
は
江
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後
期
に
は
す
で
に
存
在
し
、
こ
の
時
代
に
最
も
多
く
演
じ
た
大
蔵
大
夫がその改変に関与したと推測する。〈碇潜〉のような多焦点
の
曲
が
ど
の
よ
う
に
現
在
の
演
じ
方
に
適
応
し
て
い
っ
た
の
か
は
、
能
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
特
集
で
は
な
い
が
、
「
文
学
』
に
は
こ
の
年
、
世
阿
弥
の
能
の
研
究
が
三
本
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
ま
と
め
て
触
れ
る
。
大
谷
節
子
「中世古今注と能ｌ相生の秘義ｌ」（６１３．５月）は中世古
今注を用いた〈高砂〉の構想論。世阿弥が脇能の祝言性を重視
し
た
こ
と
と
、
古
今
序
注
を
も
と
に
作
能
し
た
こ
と
の
関
係
性
を
指
摘
し
た
上
、
伊
勢
古
注
で
は
業
平
と
住
吉
明
神
と
の
贈
答
と
考
え
ら
れ
て
いた和歌に対する古今注の言説をもとに、住吉明神から業平
を介して延喜帝に伝えられたとされる和歌政道一体の理念が、
〈高砂〉の構想にあったと読む。古注を精査された考察で、従
う
べ
き
見
解
が
多
い
。
三
宅
晶
子
「
舞
を
生
む
歌
語
Ｉ
能
に
お
け
る
和
歌
の
力
」
（
６
１
４
．
７
月
）
は
終
曲
部
に
引
か
れ
て
い
る
和
歌
の
機
能
を考察する。［上ノ詠］［中ノリ地］の小段構成をもつく鵺〉
〈松浦〉は、〔上ノ詠］の和歌の縁語が［中ノリ地］で効果的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
動
作
語
が
そ
の
縁
語
の
流
れ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
箇
所
の
演
技
が
単
な
る
所
作
で
は
な
く
、
ひ
と
か
た
ま
り
の
美
し
い
「
舞
」
と
し
て
構
成
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
［
ワ
カ］［ノリ地］［寄］の構成をもつく松風〉などの［ワカ］も、
単
な
る
序
歌
と
し
て
で
は
な
く
、
謡
舞
を
引
き
立
て
る
物
語
世
界
を
描
出
す
る
た
め
、
機
能
し
て
い
る
と
す
る
。
終
曲
部
の
引
用
和
歌
と
「舞」・謡舞との密接度は曲により濃淡があるように思えるが、
〈鵺〉の詞章の分析は世阿弥の作詞の完成度の高さを具体的に
示している。山中玲子「〈井筒〉への道」（６１５．９月）は女
体夢幻能として特異な位置にあるく井筒〉の考察。救いを求め
生
前
演
じ
た
舞
を
見
せ
る
幽
霊
能
の
系
譜
と
、
秘
伝
の
開
示
や
歌
物
語
の再現を中心とする世阿弥自筆本〈雲林院〉や〈錦木〉の系譜の
交差するところに〈井筒〉を位置づけ、執心を語るのではなく
「
筒
井
筒
の
物
語
」
を
一
人
で
再
現
す
る
こ
と
で
、
男
女
の
性
別
の
揺
らぎや菅と今の交錯を描くことができたとする。〈井筒〉の新
し
い
分
析
で
あ
る
と
同
時
に
、
夢
幻
能
の
生
成
・
展
開
を
考
え
る
上
で
の問題提起にもなっている。
以
下
、
個
別
の
論
考
を
紹
介
し
て
い
く
が
、
例
年
に
く
ら
べ
て
室
町
末
期
の
作
品
を
扱
う
論
が
少
な
く
、
世
阿
弥
時
代
や
そ
の
周
辺
の
作
品
を扱う論が多かったようだ。田口和夫「〈自然居士〉研究拾遺
二題ｌ「無而忽有」・「大法」ｌ」（文教大学「文学部紀要』
肥１２．３月）は氏の〈自然居士〉論の続考。「御伝紗演義初
編
』
の
記
事
を
援
用
し
、
「
天
狗
草
紙
」
に
見
え
る
難
解
語
「
無
而
忽
有
」
を
「
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
忽
然
と
し
て
出
生
す
る
」
と
解
し
、
自
然
居
士
は
本
来
「
自
然
と
化
生
し
た
居
士
」
と
い
う
意
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
人
商
人
と
の
問
答
の
中
の
「
大
法
」
は
、
単
な
る
方
便
で
は
な
く
天
台
系
の
戒
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
短
い論考ながら、他にも現行演出の矛盾点や〈花月〉の詞章分析
な
ど
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
る
。
他
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
能
や
当
時
の
文
化
状
況
等
の
中
に
作
品
を
置
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
論
考
も
増
え
て
い
る
。
原
田
香
織
「
謡
曲
に
お
け
る
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雅
楽
引
用
の
機
構
１
世
阿
弥
能
と
「
教
訓
抄
」
ｌ
」
ｓ
東
洋
学
研
究
」
岨
。
３
月
）
は
世
阿
弥
の
脇
能
に
引
用
さ
れ
て
い
る
雅
楽
関
連
用
語
の
検
討
。
『
教
訓
抄
」
の
言
説
を
援
用
し
な
が
ら
、
世
阿
弥
の
「
祝
言
能
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
神
楽
・
神
神
楽
・
舞
楽
と
い
っ
た
言
葉
が
王
朝
文
化
の
も
つ
美
的
世
界
と
響
き
あ
い
つ
つ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
効
果
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
世
阿
弥
が
目
指
し
た
幽
玄
美
が
王
朝
世
界
の
美
意
識
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
、
当
時
の
権
力
基
盤
で
あ
る
足
利
政
権
の
貴
族
文
化
志
向
が
雅
楽
引
用
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
祝
言
を
基
調
と
す
る
曲
と
雅
楽
用
語
が
調
和
す
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
原
田
氏
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
雅
楽
の
「引用」が「みやびな場」「聖なる世」を呼び起こすほどの効
果
が
あ
る
か
は
、
曲
ご
と
の
雅
楽
用
語
の
重
要
性
、
そ
の
他
の
詞
章
や
演
技
と
の
関
係
な
ど
を
さ
ら
に
検
討
し
た
う
え
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
小
川
佳
世
子
「
能
〈
融
〉
と
応
永
の
詩
画
軸
ｌ
『
柴
門
新
月
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
本
伝
統
音
楽
研
究
』
２
．
３
月
）
は
「
柴
門
新月図』等の詩画軸の表す世界を参考に、〈融〉の詞章のうち
意
味
が
確
定
で
き
な
い
「
し
も
ん
」
「
こ
し
う
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
柴
門」「孤舟」とし、『柴門新月図」と能〈融〉に、懐旧の情や現
前
し
な
い
景
色
へ
の
憧
れ
な
ど
、
共
通
の
テ
ー
マ
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
「柴門」「孤舟」の可能性は小川氏が整理しているとおり既に
注
釈
等
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
小
川
稿
に
は
特
に
新
し
い
根
拠
は
な
い
。
「
柴
門
」
を
「
し
も
ん
」
と
読
ん
だ
例
は
相
変
わ
ら
ず
見
つ
か
ら
ず
、
「
こ
し
う
」
を
「
孤
舟
」
と
解した場合、当該のワキの台詞をどう解釈するかも示されて
い
な
い
。
茅
屋
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
わ
り
も
、
肝
腎
の
「
音
曲
口
伝
」
引
用
部
分
に
「
し
も
ん
」
の
部
分
が
無
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
非
常
に
広
い
意
味
で
世
阿
弥
の
禅
的
教
養
の
一
つ
と
し
て
応
永
の
詩
画
軸
が
描
く
世
界
を
考
え
る
の
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、
個
々
の
作
品
と
結
び
つ
け
る
に
は
、
さ
ら
に
多
方
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
石黒吉次郎「能「須磨源氏」における兜率天」二伝承』１．
６月）は〈須磨源氏〉において、後シテが兜率天に転生するこ
と
の
意
義
を
考
察
す
る
。
浄
土
信
仰
と
同
様
に
盛
ん
で
あ
っ
た
兜
率
天
（
弥
勒
）
信
仰
が
、
貴
族
た
ち
の
美
的
な
観
想
の
世
界
と
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
、
文
芸
世
界
で
は
極
楽
へ
往
生
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
兜
率
天
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
光
源
氏
が
弥
勒
的
な
存
在
と
し
て
描
かれたことを説明する。光源氏に弥勒菩薩を重ねる解釈は謡
曲
世
界
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
他
の
文
芸
に
つ
い
て
も
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
横
山
紘
一
「
能
「
貞
任
」
に
み
る
能
作
者
世阿弥の一断面」（「岩手大学大学院人文社会科学研究科研究
紀要』Ⅲ。５月）は〈貞任〉の成立背景に関する考察。論文の
タイトルに「世阿弥」と明記されているので、ここで触れる。
従来、十分な本説研究がされてこなかった〈貞任〉と、足利政
権
の
歴
史
観
を
色
濃
く
反
映
す
る
「
梅
松
論
」
「
源
威
集
』
と
の
共
通
性を指摘し、義満の意向を強く反映した作品と見る。〈貞
任〉の詞章と「源威集」との類似は興味深いが、深読みと思
え
る
考
察
も
多
く
、
ま
た
、
世
阿
弥
時
代
の
作
で
あ
る
と
の
大
前
提
に
立
っ
て
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
。
庇
護
者
と
作
能
との関係については天野文雄氏の一連の研究ｓ世阿弥がいた
Hosei University Repository
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場所」）などがあるので、それらも参照すべきである。
このほか、平林一成「能〈寄占〉のドラマッルギー」ｓ演劇
研究センター紀要』５）は〈歌占〉における「地獄の曲舞」の
意
義
を
考
察
す
る
。
従
来
解
釈
に
問
題
が
あ
っ
た
「
申
楽
談
儀
』
「
定
ま
れ
る
事
」
の
「
序
を
ば
序
と
舞
、
責
め
を
ば
責
め
と
…
」
の
一
節
を
「責め」が足拍子であると解釈するところから出発し、「三
道』の序破急五段論などを援用しながら、全体の曲構成およ
び
ク
セ
の
演
技
の
推
測
を
お
こ
な
い
、
「
責
め
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
で
あろう箇所を特定する。また野坂本の本文に従い〈歌占〉を読
み直し、「地獄の曲舞」が独立性の高いものではなく、「シテ
固
有
の
経
験
上
の
同
一
性
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
初
期
の
〈百万〉には看取できない地獄廻りを見せる必然性を説明する。
演技を想定する上で、詞章を具体・抽象と二分化し、後者を
「
責
め
（
足
拍
子
こ
の
み
に
引
き
つ
け
て
い
る
点
は
別
見
解
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
が
、
世
阿
弥
時
代
の
演
技
を
想
定
す
る
上
で
の
一
視
点
を
提
供している。岩城賢太郎「謡曲〈箙〉の「いぐさ語り」ｌ修羅
能
に
お
け
る
「
い
ぐ
さ
語
り
」
の
終
息
へ
」
（
「
国
語
国
文
」
９
月
）
は
〈箙〉の語りの機能の分析と能作史への位置づけを目指した論。
平
家
と
の
直
接
的
影
響
関
係
が
想
定
し
に
く
い
箇
所
が
あ
る
一
方
、
〈箙〉の構成とは不適合な「去年」という文句がある［クリ］
［サシ］［クセ］は、「平家物語』にほぼそのまま依拠してい
る
と
推
測
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
い
ぐ
さ
語
り
」
は
シ
テ
の
眼
を
通
し
て
「
昔
」
を
語
る
世
阿
弥
の
修
羅
能
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
と
し、「いぐさ語り」の機能が変化したと位置づける。［クリ］
の
「
去
年
」
の
語
が
全
体
と
調
和
し
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
は
面
白
い
が、「いぐさ語り」がシテの執心につながらないことから、
当
時
の
観
客
の
「
い
ぐ
さ
語
り
」
へ
の
興
味
の
変
化
を
読
み
取
り
、
そ
れ
を
「
い
ぐ
さ
語
り
の
終
息
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
氏
の
「
修
羅
能
と
「
源
氏
物
語
」
の
こ
と
ばＩ源氏寄合を手掛かりとして修羅能の展開を考える」（「筑
波大学平家部会論集』、。Ｅ月）も〈箙〉の関係論考。多くの
源
氏
寄
合
や
『
源
氏
物
語
』
梗
概
書
と
須
磨
を
舞
台
と
し
た
修
羅
能
を
比
較
し
、
源
氏
寄
合
の
多
様
な
使
用
法
を
指
摘
す
る
。
ま
た
生
田
を
舞
台とする〈箙〉が「いぐさ語り」において〈敦盛〉以上に源氏寄
合
を
重
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
応
永
期
に
源
氏
寄
合
を
歓
迎
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
。
先
行
研
究
よ
り
も
広
範
な
調
査
をおこない、〈知章〉の「越鳥南枝」の詞句の引用と源氏寄合
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
傾
聴
す
べ
き
指
摘
も
多
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
作
詞
法
を
当
時
の
文
化
の
在
り
方
と
結
び
つ
け
る
に
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。
室
町
後
期
以
降
の
作
品
に
関
し
て
は
、
小
林
健
二
「
「
平
家
物
語
』
以
後
の
文
覚
・
六
代
護
Ｉ
能
と
お
伽
草
子
ｌ
」
（
「
海
王
宮
」
三
弥
井
書
店
。
ｎ
月
）
が
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
の
お
伽
草
子
「
六
代」論を中心としつつ、番外曲〈六代〉の考察も含んでいる。
〈六代〉の劇的起伏に富む構成と、歌舞的要素の全くない性格
を
指
摘
し
、
「
平
家
物
語
』
と
類
似
す
る
文
句
を
含
み
な
が
ら
も
こ
れ
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
母
親
を
出
さ
ず
、
観
音
利
生
讃
の
要
素
を
切
り
捨
て
て
い
る
能
独
自
の
構
想
を
示
す
。
ま
た
、
作
者
付
、
「
舞
芸
六
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、
文
明
十
年
の
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
で
の
神
事
能
の
記
録
を
紹
介
し
、
成
立
背
景
や
室
町
期
に
お
け
る
受
容
を
考
察
す
る
。
〈
六
代
〉
の
よ
う
な
作
品
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
作
ら
れ
た
の
か
を
さ
ら
に
追
究
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
能
楽
研
究
の
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
悲
文
卿
「
作
品研究〈寒山〉」ｓ演劇研究センター紀要』５）は、番外曲〈寒
山
〉
に
見
え
る
説
法
す
る
寒
山
・
拾
得
の
姿
は
日
本
に
お
い
て
独
自
に
展
開
さ
れ
た
説
話
を
素
材
に
し
、
説
法
の
内
容
は
法
華
経
の
直
談
系
注
釈
書
と
の
関
連
が
深
い
と
言
う
。
大
枠
と
し
て
は
そ
の
通
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
第
六
段
［
サ
シ
］
の
詞
章
と
「
仏
ト
ハ
何
ヲ
岩
間
ノ
苔
筵
只
慈
悲
心
ニ
シ
ク
物
ハ
無
実
」
の
和
歌
と
の
関
係
や
、
第
七
段
［
問
答
］
［
ノ
リ
地
］
の
詞
章
と
「
法
華
経
直
談
抄
」
の
説
く
「
妙
法
」
と
の
関
係
な
ど
、
個
別
の
論
に
は
い
ま
ひ
と
つ
説
得
力
が
不
足
し
て
い
る
ように思われる。
伊
海
孝
充
「
徳
川
綱
吉
・
家
宣
時
代
と
切
合
能
ｌ
〔
斬
り
組
ミ
〕
の
確
立
を
め
ぐ
っ
て
」
ｓ
楽
劇
学
」
、
。
３
月
）
は
、
演
出
研
究
と
組
み
合
わ
せ
た
作
品
研
究
。
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
「
切
合
能
」
（
武
士
の
合
戦
を
描
く
能
を
総
称
す
る
伊
海
氏
の
用
語
）
復
曲
の
状
況
を
調
査
し
、
特に現行曲となっている〈烏帽子折〉〈忠信〉〈正尊〉の詞章の変
遷
や
演
出
資
料
を
検
討
し
て
、
聡
子
事
の
〔
斬
り
組
ミ
〕
が
家
宣
の
時
代
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
こ
に
は
喜
多
流
が
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
言
う
。
演
出
・
技
法
研
究
で
は
、
森
田
都
紀
「
江
戸
後
期
に
お
け
る
笛
方
一
噌流の地方伝承ｌ仙台藩を例にｌ」ｓ藝能史研究」Ⅲ）は、
仙
台
藩
桜
井
家
に
伝
来
し
た
笛
唱
歌
集
二
種
に
収
め
ら
れ
る
〔
盤
渉
楽
〕
〔
乱
〕
の
一
噌
流
唱
歌
を
、
家
元
系
の
一
噌
流
唱
歌
と
精
細
に
比
較
検
討
し
て
そ
の
独
自
性
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
特
徴
が
、
こ
れ
ら
二
種
の
唱
歌
集
に
書
き
留
め
ら
れ
た
森
田
流
・
平
岩
流
の
唱
歌
と
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
流
儀
差
よ
り
も
地
域
の
特
色
が
強
く
出
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
森
田
氏
自
身
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
流
儀
の
定
義
や
、
諸
藩
・
地
域
に
よ
る
伝
承
体
系
な
ど
、
問
題
は
様
々
な
方
面
に
広
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
続
考
を
望
み
た
い
。
ま
た
、
高
桑
い
づ
み
「
風
流
能
と
大
ノ
リ
謡
」
二
銭
仙
」
剛
。
２
月
）
は
、
地
謡
の
統
率
者
の
役
を
負
っ
て
い
た
ワ
キ
が
、
風
流
能
で
は
シ
テ
並
み
に
動
く
た
め
、
統
率
者
が
い
な
く
て
も
謡
い
や
す
い
大
ノ
リ
謡
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
同
じ
く
短
編
な
が
ら
、
「
お
も
て
』
に
は
天
野
文
雄
「
能
苑
道
遙
」
の
連
載
が
さ
れ
ている。「「待謡」をめぐる一一、三の問題」（閃。６月）は、
「
待
謡
」
が
本
来
は
「
間
の
謡
」
と
呼
ば
れ
、
内
容
的
に
も
間
の
段
の
末
に
属
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
夢
幻
能
の
後
場は後ジテ登場から始まると見るべきと指摘する。「〈檜垣〉
の前場の舞台はなぜ岩戸観音なのか」（別。９月）は、〈檜
垣〉の前場である岩戸観音や霊巌寺の歴史を踏まえ、同曲の
ワ
キ
に
霊
巌
寺
を
創
建
し
た
東
陵
永
瑛
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
る
。
。
神
歌
」
の
誕
生
は
明
治
初
年
の
こ
と
な
る
べ
し
」
（
Ⅳ
。
ｎ
月
）
は
、
翁
の
一
部
を
素
謡
で
演
じ
る
「
神
歌
」
が
、
明
治
一
七
年
頃
、
梅
若
実
の
周
辺
で
、
素
人
の
謡
初
の
場
で
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
言
う
。
能の研究をより広い分野と結びつけていこうという試みは
以
前
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
個
々
の
論
考
に
お
い
て
も
、
ま
た
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そ
れ
を
受
け
止
め
る
側
の
意
識
の
面
で
も
、
少
し
ず
つ
成
果
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
楽
劇
学
」
Ｅ
号
に
は
、
第
Ｅ
回
大
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
読
む
芸
能
」
の
報
告
が
載
る
。
能
楽
関
係
は
、
高
桑
い
づ
み
「
能
を
中
心
と
し
た
室
町
時
代
の
読
ミ
物
・
覚
エ
書
」
で
、
勧
進
帳
・
願
書
・
起
請
文
の
「
三
読
ミ
物
」
に
つ
い
て
の
伝
書
記
事
を
お
さえた後、「平家正節」、「太平記」神田本に見える注記、「毛
利
家
本
舞
の
本
」
の
曲
節
風
書
き
込
み
等
に
触
れ
な
が
ら
、
人
間
に
向
か
っ
て
働
き
か
け
る
「
語
り
」
と
は
別
に
、
神
仏
に
向
か
っ
て
「
読
み
あ
げ
る
」
行
為
の
表
現
と
し
て
、
能
の
「
読
ミ
物
」
に
も
特
殊
な
リ
ズ
ム
や
発
声
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
な
お
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
と
し
て
、
他
に
山
下
宏
明
「
第
一
二
回
楽
劇
学
会
大
会
に
参
加
し
て
」
・
佐
藤
道
子
「
声
明
に
お
け
る
「
読
む
芸
能
」
」
・
今
岡
謙
太
郎
「
近
世
以
降
の
「
読
む
芸
能
」
ｌ
講
談
を
中
心
に
」
・
児
玉
竜
一
。
読
む
芸
能
」
の
拡
が
り
Ｉ
近
世
以
降
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
モニカ・ベーテ「能翻訳の変化／この川年」（「外国人の能
楽
研
究
乞
は
、
前
半
は
能
の
翻
訳
が
ど
う
進
化
し
て
い
く
の
か
（
き
た
の
か
）
、
個
々
の
翻
訳
者
が
能
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
馴
れ
理
解
を
深
め
て
い
く
と
い
う
面
と
、
明
治
以
来
の
能
に
関
す
る
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
た
翻
訳
全
体
の
時
代
的
変
遷
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
。
後
半
は
具
体
的
に〈井筒〉の後場から「あだなりと名にのみたてれ桜花」「真
弓
槻
弓
年
を
経
て
」
「
筒
井
筒
、
筒
井
筒
、
井
筒
に
か
け
し
ま
る
が
た
け
、
お
ひ
に
け
ら
し
な
、
お
ひ
に
け
る
ぞ
や
」
の
三
カ
所
を
選
ん
で
英
訳
を
比
較
し
、
謡
曲
（
総
合
舞
台
芸
術
と
し
て
の
能
の
台
本
で
も
あ
る
）
を
翻
訳
す
る
場
合
、
背
景
と
な
る
文
学
世
界
の
扱
い
方
や
複
雑
な
レ
ト
リ
ッ
ク
の
処
理
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
方
法
と
効
果
が
あ
る
か
を
検
証
す
る
。
能
テ
キ
ス
ト
の
文
学
性
を
重
視
し
て
翻
訳
す
る
立
場
と
、
あ
く
ま
で
も
舞
台
上
で
の
上
演
台
本
と
し
て
、
実
際
の
能
の
様
子
を
追
う
た
め
の
情
報
を
盛
り
込
む
翻
訳
の
立
場
と
の
違
い
な
ど
も
わ
か
り
興
味
深
い
が
、
何
よ
り
も
、
海
外
で
の
能
楽
研
究
が
け
っ
し
て
無
視
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
論
考
で
も
あ
っ
た
。
池
端
ル
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ナ
「
能
に
お
け
る
伝
統
の
創
造
ｌ
「
井
筒
」
の
場
合
」
ｓ
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
５
）
は
、
文
化
人
類
学
や
歴
史
学
の
分
野
で
有
名
な
「
伝
統
の
創
出
（
旨
篇
三
目
＆
草画＆ご◎ロ）」の理論を踏まえ、「能研究において能の伝統Ⅱ演
技
の
型
や
テ
キ
ス
ト
の
意
味
が
固
定
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
現
状
」
に
対
し
て
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
の
能
の
流
動
性
を
浮
き
彫
り
に
」
し
よ
う
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
観
世
寿
夫
と
梅
若
六
郎の〈井筒〉に関する言説や自身のおこなったインタビューな
ど
に
基
づ
き
、
①
能
役
者
の
舞
台
に
影
響
を
与
え
て
い
る
役
者
自
身
の
「演技観」、②能の研究における〈井筒〉の「発見」およびその
解
釈
の
変
化
と
能
役
者
の
演
技
の
変
化
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る。観世寿夫・梅若六郎それぞれの〈井筒〉観はよく判り、ま
た戦後の能楽研究がどのように〈井筒〉の価値を決めてきたか
と
い
う
点
も
、
力
の
あ
る
演
者
の
上
演
や
発
言
が
研
究
に
影
響
を
与
え
て
い
く
と
い
う
指
摘
も
興
味
深
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
「
伝
統
の
創
出
」
と
い
う
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
意
味
合
い
の
強
い
言
葉
で
ま
と
め
て
し
ま
う
こ
と
に
は
違
和
感
も
残
る
。
一
方
、
た
っ
た
二
人
の
役
者
の
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井
筒
二
曲
に
関
す
る
論
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
現
代
の
能
上
演
の
場
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
役
者
、
観
客
、
解
説
者
ま
で
含
め
て
考
察
す
る
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
の
研
究
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
で
も
方
法
論
を
鍛
え
上
げ
、
様
々
な
形
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。
伊
藤
真
紀
「
小
町
の
「
生
」
を
描
く
ｌ
津
村
紀
三
子
の
新
作
能
「文がら」ｌ」（「演劇学論集』咄。ｎ月）もそういう論考の一
つ
で
、
津
村
紀
三
子
が
新
作
能
「
文
が
ら
」
を
創
作
す
る
に
至
っ
た
背
景
や
環
境
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
彼
女
が
こ
の
能
に
寵
め
た
思
い
を
想
定
し
て
い
る
。
【狂言研究］
ま
ず
資
料
紹
介
・
資
料
研
究
か
ら
。
小
谷
成
子
・
野
崎
典
子
「
『
和
泉流秘書」（愛知県立大学附属図書館蔵）翻刻・解題五」Ｓ愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
国
文
学
科
編
」
弱
。
３
月
）
は
表
題
の
書
の
翻刻の五回目で、巻三の前半一一一曲を収める。「解題」が付
されており、〈毘沙門連歌〉に変化が加えられていて、それが
雲
形
本
で
は
「
替
之
仕
様
」
と
さ
れ
た
と
し
て
「
和
泉
流
秘
書
」
が
雲
形
本
よ
り
古
い
こ
と
を
証
す
る
。
堀
川
貴
司
「
翻
刻
魚
説
経
・
鳥
説
経
」
急
古
典
資
料
研
究
」
Ⅱ
。
６
月
）
は
、
著
者
所
蔵
の
「
状
詩
帖
』
なる種々のテクストを載せる書に諸流〈魚説経（魚説法ごと天
正本〈鳥説経〉それぞれの説経を並べる部分（原無題）を翻刻し
た
も
の
。
狂
言
以
前
の
語
り
芸
の
姿
を
示
す
可
能
性
を
想
定
さ
れ
る
が
、
二
つ
並
べ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
狂
言
か
ら
採
っ
た
と
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
詞
章
は
狂
言
台
本
と
微
妙
に
相
違
す
る
。
そ
れ
も
興
味
深
い
が
、
こ
の
二
つ
を
並
べ
て
載
せ
る
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
二
曲
が
並
行
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
筆
録
者
が
影
響
関
係
を
認
め
た
の
か
、
様
々
な
想
像
を
か
き
た
て
る
。
と
も
あ
れ
天
正
本
固
有
曲
の
詞
章
が
別
の
書
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
貴
重
な
発
見である。
小
林
賢
次
「
大
蔵
虎
明
本
に
お
け
る
狂
言
詞
章
の
伝
承
と
改
訂
」
（
『
日
本
近
代
語
研
究
』
４
．
ひ
つ
じ
書
房
。
６
月
）
は
、
虎
明
本
の
行
間
・
上
欄
・
曲
末
に
あ
る
注
記
に
つ
い
て
数
曲
を
取
り
上
げ
、
論
理
的
な
整
合
性
を
重
視
し
た
改
訂
案
を
示
し
て
い
る
と
し
、
そ
れ
が
後
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
例
と
理
知
的
に
過
ぎ
る
と
し
て
廃
さ
れ
た
例
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
全
面
的
な
検
討
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次に史的研究。小笠原恭子「狂言と物真似」（『能と狂一一一一巳
３）は、大きく日本芸能史の中に狂一一一一口を位置付けようとする
も
の
で
、
単
な
る
物
真
似
芸
に
ア
ド
打
つ
者
が
出
た
と
こ
ろ
か
ら
狂
言
は
進
展
し
た
、
ア
ド
が
シ
テ
に
対
立
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
の
が
原
初
の
形
で
あ
っ
た
と
し
、
示
唆
に
富
む
。
林
和
利
「
能
・
狂
言
を
め
ぐる芸能史的雑考」（『東海能楽研究会十周年記念論集ども芸
能
史
の
中
で
能
・
狂
言
を
考
え
る
も
の
で
、
「
散
楽
の
語
源
」
な
ど
九
項
に
わ
た
っ
て
短
章
を
並
べ
る
。
以
下
古
い
時
代
か
ら
。
中
世
で
は
永
井
猛
「
糺
河
原
勧
進
猿
楽
の
狂
言」（「武蔵野文学』開。ｎ月）は、寛正五年（一四六四）の糺
河
原
勧
進
猿
楽
で
上
演
さ
れ
た
狂
言
に
つ
い
て
、
慶
安
四
年
（
’
六
五
二
に
行
わ
れ
た
そ
れ
を
め
ぐ
る
幕
府
役
人
と
役
者
た
ち
と
の
応
答
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。
記
録
が
整
理
さ
れ
た
一
六
世
紀
半
ば
頃
の
、
そ
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し
て
江
戸
初
期
の
狂
言
の
状
況
が
よ
く
わ
か
る
の
だ
が
、
寛
正
期
の
状
況をどう捉えるかの問題が残る。
近
世
以
降
を
扱
う
も
の
。
山
本
晶
子
「
馬
瀬
狂
言
保
存
会
所
蔵
仙
助
能
の
番
組
二
種
に
つ
い
て
ｌ
明
和
～
安
政
期
の
仙
助
座
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
ｌ
」
（
年
刊
『
芸
能
」
、
。
４
月
）
は
、
江
戸
後
期
の
仙
助
能
の
番
組
二
種
を
紹
介
し
、
他
の
資
料
と
つ
き
あ
わ
せ
て
上
演
曲
や
役
者
に
つ
い
て
考
察
し
、
馬
瀬
狂
言
の
芸
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
。
宮
本
圭
造
「狂言師森川壮園伝」（『大阪学院大学国際学論集』脳１１．
６
月
）
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
生
き
た
奈
良
人
形
の
彫
刻
師
森
川
壮
園
が
、
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
狂
言
師
と
し
て
山
田
弥
兵
衛
を
名
の
り
、
維
新後は大蔵本家に帰し、森川杜園の名で活動を続け、絵師を
含
め
て
三
職
を
勤
め
た
そ
の
生
涯
を
、
資
料
を
博
捜
し
て
精
細
に
追
う
。
冊
漬
記
録
の
一
覧
を
付
す
。
維
新
期
狂
言
史
の
、
ま
た
奈
良
能
楽
史
の
重
要
な
一
駒
で
あ
る
。
小林貴「狂言二流四派の系譜と芸風」（『国立能楽堂』〃。
１月）は、現在の狂言役者の系譜を簡潔に追い、四派（大蔵流
の
山
本
派
・
茂
山
派
、
和
泉
流
の
三
宅
派
と
名
古
屋
派
）
の
芸
風
と
こ
れからの課題を示す。
作
品
研
究
は
数
曲
に
わ
た
る
も
の
か
ら
。
橋
本
朝
生
「
狂
言
に
見
る
男色」（「国文学解釈と鑑賞』３月）は特集「中世文学に描か
れ
た
性
」
の
一
編
で
、
男
色
が
扱
わ
れ
る
狂
言
と
し
て
〈
文
荷
・
八
尾・老武者・鴬・くも〉をあげ、男色が笑いの対象とはなっ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
に
す
る
。
田
崎
未
知
「
連
歌
と
福
神
狂
言
」
（「愛知淑徳大学国語国文』邪。３月）は、連歌を詠むことに
よ
っ
て
物
語
が
展
開
す
る
福
神
狂
言
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
変
遷
を
追
う
が
、
既
知
の
こ
と
が
多
い
。
稲
田
秀
雄
「
宗
教
劇
と
狂
言
」
（
「
能
と
狂
言
』
３
）
は
、
能
楽
学
会
世
阿
弥
忌
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
「
宗
教
劇
研
究
の
最
前
線
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
メ
ン
ト
で
、
狂
言
が
「
宗
教
劇
」
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
の
か
を
仏
教
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
し
、
唱導の手段という意味での宗教劇とは言えないとする。
吉
長
千
晶
「
狂
言
に
見
る
女
性
像
ｌ
女
性
が
託
さ
れ
た
も
の
ｌ
」
（「筑紫語文』Ⅲ。ｎ月）は、狂言に登場する女性は「わわし
い
女
」
に
代
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
狂
言
師
は
自
分
達
の
思
い
を
託
し
て
い
た
と
す
る
。
女
性
と
狂
言
師
は
同
じ
よ
う
に
差
別
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
の
だ
が
、
近
年
の
女
性
史
の
成
果
か
ら
見
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。
台
本
と
し
て
「
狂
言
記
」
を
使
い
、
「
一
般
庶
民
向
き
で
あ
っ
た」からとするが、それもどうか。一一一宅晶子「狂言における
人
間
関
係
の
流
動
性
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
Ｅ
月
）
は
、
特
集
「中世・近世の芸能と歌謡」の一編で、〈寝音曲〉から始めて、
演
者
に
よ
っ
て
登
場
人
物
の
個
性
を
作
り
出
す
自
由
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
シ
テ
と
ア
ド
の
関
係
を
室
町
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
。
「
流
動
的
な
人
間
関
係
の
面
白
さ
を
体
験
す
る
こ
と
の
出
来
る
狂
言
」
が〈寝音曲〉の他一八曲例示されるが、なぜそうなのか、詳し
く
聞
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
個
別
の
作
品
研
究
。
稲
田
秀
雄
「
「
泣
尼
」
の
説
法
」
（
「
同
志社国文学」⑰。３月）は、〈泣尼〉の僧の説法について大蔵
虎
清
本
・
虎
明
本
、
天
理
本
、
享
保
保
教
本
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
出
典
等
を
含
め
て
検
討
し
、
説
法
の
言
葉
で
尼
を
泣
か
せ
よ
う
と
す
る
和
泉
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流
演
出
に
注
目
し
、
唱
導
説
話
を
立
体
化
し
た
も
の
と
す
る
。
同
「
狂
言
「
空
腕
」
老
」
（
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
、
。
３
月
）
は
、
〈
空
腕
〉
を
類
曲
と
比
較
し
、
太
郎
冠
者
が
す
つ
ば
に
太
刀
を
取
ら
れ
る
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
の
変
形
に
、
冠
者
が
失
敗
を
と
り
な
す
パ
タ
ー
ン
を
取
り
合
わ
せ
て
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。
行
き
届
い
た
考
察
だ
が
、
類
曲
を
含
め
た
未
分
化
の
原
形
的
な
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
内
山
弘
「
研
究
ノ
ー
ト
函
天
正
狂
言
本
「
鳥
せ
ん
き
や
う
」
私
注
（
下
）
」
ｓ
国
語
国
文
薩
摩
路
」
蛆
。
３
月
）
は
、
前
年
に
続
き
天
正
本
〈
鳥
説
経
〉
の
後
半
の
注
釈
。
前
掲
「
翻
刻
魚
説
経
・
烏
説
経
」
に
よ
っ
て
増
補
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
佐
藤
陽
子
「
狂
言
「
神
鳴』における笑いの考察」（「国文橘」皿。３月）は、〈神鳴〉
の
笑
い
の
仕
掛
け
に
つ
い
て
、
大
蔵
流
台
本
に
よ
っ
て
そ
の
変
遷
を
見
た
上
で
、
現
行
の
茂
山
真
一
本
に
よ
っ
て
詳
し
く
分
析
す
る
。
狂
言
は
人
間
を
描
く
と
い
う
の
を
前
提
と
す
る
が
、
そ
れ
は
笑
い
の
分
析
か
ら
導
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鋼岩崎雅彦「狂言「弓矢太郎」と「鬼争」の構想」（『能楽研
師究』型は、和泉流〈弓矢太郎〉が仏教の譽嶮因縁認によるも
平
の
と
し
、
一
一
人
が
鬼
に
な
る
趣
向
が
近
世
演
劇
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
望
こ
と
や
背
景
と
し
て
の
天
神
講
に
つ
い
て
考
察
し
、
関
連
す
る
鷺
流
搬〈鬼争〉、これらを元にした大蔵流〈鬼争ひ〉をあげて、新機軸
研を打ち出そうとする工夫があったとする・橋本朝生「〈牛座
佃頭〉考Ｉ付野上文庫蔵「鷺流狂言秘伝書」解題ｌ」（同上）は、
１
 
新出の「鷺流狂言秘伝書」によって鷺流〈牛座頭〉を紹介し、
笹
野
堅
旧
蔵
本
中
に
残
さ
れ
た
現
存
し
な
い
宝
暦
名
女
川
本
の
写
真
に
よ
っ
て
冒
頭
が
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
伝
右
衛
門
派
の
台本とした上で、天正本〈駄賃座頭〉を受け継ぐものではない
かとする。田崎未知「狂言〈ぬらぬら〉考」（「東海能楽研究会
十周年記念論集」）は、〈ぬらぬら〉（現行〈竹生嶋参〉）で太郎
冠
者
の
シ
ャ
ベ
リ
語
り
の
動
物
が
立
ち
去
り
際
に
言
う
秀
句
を
取
り
上
げ
て
、
龍
・
蛙
．
く
ち
な
わ
が
弁
才
天
と
か
か
わ
る
と
す
る
。
ま
た
龍
に
始
ま
り
く
ち
な
わ
に
終
る
台
本
が
あ
る
こ
と
か
ら
全
体
を
「
竜
頭
蛇
尾
」
の
成
語
か
ら
着
想
し
た
も
の
と
す
る
が
、
証
明
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
演
出
研
究
で
は
、
藤
岡
道
子
「
「
狂
言
作
物
書
鷺
流
」
追
考
」
二
聖
母
女
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
弧
。
３
月
）
は
、
前
年
稿
の
「
追
考
」
。
前
年
に
紹
介
し
た
『
狂
言
作
物
書
鷺
流
」
の
作
物
図
が
『佐渡鷺流狂言資料』所収本と極めて近いものとし、両者の
図
を
照
応
さ
せ
て
載
せ
、
作
物
の
名
と
使
用
す
る
曲
名
を
補
足
・
訂
正
す
る
。
絵
画
に
関
す
る
研
究
も
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
が
、
同
「
新
出
「
狂
言
画
集
』
の
紹
介
と
考
察
」
（
同
上
）
は
、
著
者
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
新
出
の
『
狂
言
画
集
』
の
全
図
を
載
せ
、
「
狂
言
古
図
』
の
兄
弟
本
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
す
る
。
同
「
北
野
天
満
宮
と
八
坂
神
社の「釣狐」絵馬を読む」（京都観世会館「能』肌。ｎ月）は、
猟師に主眼を置く二つの〈釣狐〉の絵馬が砲術家の命中祈願の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
間
狂
言
研
究
で
は
、
ま
ず
詞
章
の
翻
刻
が
二
編
。
稲
田
秀
雄
「
〔
翻
刻〕鷺流間集三）」（『山口県立大学大学院論集』６．３月）
は
前
年
の
続
き
で
、
春
日
庄
作
筆
の
伝
右
衛
門
派
間
狂
言
本
の
第
二
巻
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一○曲を収め、これで完結。藤岡道子「「間狂言会釈（あいき
ょ
う
げ
ん
あ
し
ら
い
）
』
の
翻
刻
と
解
題
」
ｓ
東
海
能
楽
研
究
会
十
周
年
記
念
論
集
乞
は
、
江
戸
中
期
に
高
安
流
ワ
キ
方
の
岡
次
郎
右
衛
門
家
の
一
二
代
康
文
が
書
写
し
た
和
泉
流
間
狂
言
本
の
翻
刻
で
、
二
冊
に
六
二
曲
を
収
め
る
も
の
。
ワ
キ
方
に
必
要
な
部
分
の
み
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
上
演
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
。
西
瀬
英
紀
「
間
狂
言
を取り込んだ佐渡、久知八幡宮の花笠踊」（「能』柵。９月）
は、久知八幡宮の花笠踊に〈賀茂〉の替間〈御田〉がそのまま取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
最
後
に
国
語
学
的
研
究
。
野
村
剛
史
「
狂
言
の
言
語
ｌ
そ
の
近
世
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
関
係
」
二
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
７
月
）
は
、
近世スタンダード（江戸期共通語）の淵源を狂言の言語に認め、
狂
言
が
「
ミ
ヤ
コ
言
葉
の
最
も
有
力
な
伝
達
装
置
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
文
法
分
野
で
は
、
小
林
正
行
「
狂
言
台
本
に
お
け
る
副
助
詞
ガ
ナ
」
（
『
日
本
語
研
究
』
閉
。
３
月
）
は
、
狂
言
記
を
含
む
江
戸
期
の
諸
流
諸
台
本
に
お
け
る
副
助
詞
「
ガ
ナ
」
（
「
か
な
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
を
含
む
）
の
使
用
実
態
を
網
羅
的
に
見
て
、
意
味
・
用
法
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。
小
林
賢
次
「
条
件
表
現
史
に
み
る
文
法
化
の
過
程
」
Ｓ
日
本
語
の
研
究
』
１
１
３
．
７
月
）
は
特
集
「
日
本
語
に
お
け
る
文
法
化
と
機
能
語
化
」
の
一
編
で
、
狂
言
台
本
に
お
け
る
様
相
を
踏
ま
え
て
条
件
表
現
の
変
遷
を
見
る
。
安
平
鏑
・
福
嶋
健
伸
「
中
世
末
期
日
本
語
と
現
代
韓
国
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
ｌ
存
在
型
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
の文法化の度合いＩ」（同上）も同特集の一編で、虎明本を主
た
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
過
去
を
表
す
形
式
「
～
タ
」
と
動
詞
基
本
形
が
現
在
の
状
態
を
示
す
現
象
に
つ
い
て
、
「
～
テ
イ
ル
・
～
テ
ァ
ル
」
の
状
態
を
表
す
形
式
と
し
て
の
成
熟
の
度
合
い
が
低
い
た
め
と
し
、
そ
う
し
た
状
況
が
現
代
韓
国
語
と
共
通
す
る
と
す
る
。
福
嶋
「
「
狂
言
のことば」と現代韓国語の意外な類似点」（『武蔵野文学』
己は、この論を特に狂一一一一口に即してわかりやすく展開する。
語
彙
の
分
野
で
は
、
小
野
貴
久
「
「
狂
言
記
」
に
お
け
る
近
世
漢
語
「
大
分
」
ｌ
「
あ
ま
た
」
と
の
比
較
を
通
し
て
Ｉ
」
（
「
同
大
語
彙
研
究
』
７
．
３
月
）
は
、
狂
言
本
に
見
ら
れ
る
漢
語
「
大
分
」
に
つ
い
て
大
蔵
流
台
本
に
は
な
く
、
狂
言
記
の
外
編
に
一
例
あ
る
他
、
続
編
・
拾
遺
編
に
多
く
見
ら
れ
、
近
世
語
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
す
る
。
狂
言
記
を
台
本
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
言
う
が
、
役
者
の
書
き
留
め
た
台
本
を
元
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
。
小
林
千
草
「
戦
国
文
書
「
大
か
う
さ
ま
ぐ
ん
き
」
と
狂
言
「
萩
大
名
」
ｌ
一
大
か
う
さ
ま
ぐ
ん
き
』
の
国
語
学
的
注釈からｌ」（「日本近代語研究」４）は、「大かうさまぐん
き
』
の
「
武
蔵
の
岩
付
の
段
」
に
注
釈
を
加
え
る
中
で
、
秀
吉
が
「
萩
の枝」を詠んだ歌が〈萩大名〉を意識したものとするのだが、
「
当
時
の
人
々
に
狂
言
「
萩
大
名
」
が
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
」
と
いう前提を証する必要があろう。蜂谷清人「狂言「一一一人長
者
」
の
諸
台
本
に
見
る
名
ノ
リ
の
指
定
表
現
の
考
察
」
（
「
日
本
語
学
の
蓄積と展望』明治書院。５月）は、〈三人長者〉の長者たちの
名
ノ
リ
の
文
末
表
現
を
取
り
上
げ
、
特
に
虎
明
本
の
「
に
て
お
は
し
ま
す」のよってきたるところを考察する。〈三人の長者〉が虎明
当時演じられていたかのように一一一一口われるが、それはあやしい。
大
倉
浩
「
す
っ
ぱ
の
唐
名
ｌ
狂
言
「
さ
つ
く
わ
」
の
こ
と
」
（
「
武
蔵
野
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文
学
』
詔
）
は
、
〈
察
化
〉
の
「
さ
つ
く
わ
」
が
「
目
」
の
読
み
に
よ
る
と
す
る
説
を
支
持
し
つ
つ
「
さ
つ
く
わ
」
だ
け
を
取
り
出
し
て
「
盗
人
」
の
意
味
と
す
る
の
は
疑
わ
し
い
と
す
る
。
朴
花
美
「
中
世
日
本
語
の
複
合
動
詞
逆
引
き
索
引
Ｉ
『
大
蔵
虎
明
本
狂言集』「エソポのハブラス」「三本対照捷解新語』を中心に
ｌ
」
ｓ
専
修
国
文
』
万
・
９
月
）
は
、
表
題
の
通
り
複
合
動
詞
の
逆
引
き
索
引
で
、
た
と
え
ば
「
～
あ
が
る
」
か
ら
虎
明
本
の
「
お
き
あ
が
る
」
「
た
ち
あ
が
る
」
等
の
用
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
待遇表現の分野では、阿部八郎「狂言の待遇表現」（『山形
大学紀要（人文科学）』咽１４．２月）は、古典大系本「狂言
集
」
に
よ
っ
て
、
会
話
文
・
心
話
文
・
謡
等
の
狂
言
独
自
の
表
現
に
分
け
て
、
そ
れ
ら
の
中
で
の
待
遇
表
現
の
異
同
を
見
る
。
丁
寧
な
考
察
で
あ
る
が
、
独
自
の
表
現
に
つ
い
て
次
第
・
道
行
な
ど
と
分
け
、
一
々
大
系
の
頭
注
を
引
く
が
、
丁
寧
な
よ
う
で
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
謡
で
一
括
で
き
よ
う
。
林
弘
子
「
天
理
図
書
館
蔵
『
狂
言
六
義
」
の
二
人
称
代
名詞から見た待遇表現」（安田女子大学「国語国文論集』記。
３
月
）
は
、
天
理
本
に
お
け
る
「
そ
な
た
」
「
そ
ち
」
等
の
二
人
称
代
名
詞
を
話
し
手
と
聞
き
手
の
人
間
関
係
、
文
脈
中
で
共
に
用
い
ら
れ
る
表
現
か
ら
考
察
し
、
待
遇
表
現
体
系
を
示
し
、
虎
明
本
よ
り
複
雑
な
も
の
と
す
る
。
故
に
天
理
本
の
方
が
古
い
、
と
す
る
の
は
ど
う
か
。
米
田
達
郎
「
江
戸
時
代
中
後
期
狂
言
詞
章
の
丁
寧
表
現
に
つ
い
て
ｌ
マシテ御座ルを中心にｌ」（「国語国文」５月）は、享保保教
本
を
中
心
に
江
戸
中
後
期
の
狂
言
詞
章
に
特
徴
的
な
丁
寧
語
「
マ
シ
テ
御
座
ル
」
を
取
り
上
げ
て
そ
の
成
り
立
ち
を
探
り
、
古
典
劇
ら
し
さ
を
醸
し
出
す
「
新
古
語
型
」
で
あ
る
と
す
る
。
歌
舞
伎
か
ら
の
影
響
を
示
唆し、狂一一一一口と歌舞伎の近さを言うのに虎明らが踊りに参加し
た
こ
と
を
あ
げ
る
が
、
父
虎
清
の
誤
り
。
小
林
賢
次
「
狂
言
台
本
に
お
け
る
謙
譲
語
法
ｌ
「
申
サ
ル
ル
」
と
そ
の
周
辺
ｌ
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
ｎ
月
）
は
、
虎
明
本
・
天
理
本
・
虎
寛
本
に
よ
っ
て
「
申
サ
ル
ル
」
や
「
致
サ
ル
ル
」
等
の
表
現
が
、
謙
譲
語
か
ら
丁
重
語
に
推
移
す
る
こ
と
、
謙
譲
性
の
希
薄
化
に
よ
っ
て
尊
敬
語
的
用
法
が
現
れ
る
と
す
る。
【外国語による能研究】
◎
単
行
本
Ｃ言Ｐの言辱『①目。．□⑮量＆賞恩・薑誉餡・ミ啄邑誉蔦‐
言臺冒車量言国・ロ・巨巨ご弓の『のご具困菖巴》弓馬のｍの・凶十
一『①ロ己・
世
阿
弥
の
能
楽
論
を
主
題
的
に
扱
っ
た
大
部
の
研
究
書
。
能
の
上
演
に
は
様
々
な
要
因
が
そ
の
成
否
に
関
与
す
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
い
か
に
演
者
と
観
客
と
の
間
に
調
和
（
巴
旨
月
日
の
昌
）
を
達
成
す
る
か
。
本
書
は
、
世
阿
弥
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
見
出
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
彼
の
能
楽
観の全体像とその展開ないし発展ａ２の一ｓ）の過程を辿る
試
み
で
あ
る
。
特
に
著
者
は
、
二
曲
三
体
論
を
世
阿
弥
の
思
想
の
中
核
を
な
す
も
の
と
見
定
め
、
そ
れ
を
軸
に
全
体
の
論
を
構
成
し
て
い
る
。
本書は一一一部構成で、第一部（国の目邑》ののぎ澤冒寄官のの自軍
弓皀巴のロー⑦の）は、他ジャンル、他座との競争の中で世阿弥
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が申楽の演技スタイルを変革し、「一一曲三体」の演技システ
ム
を
確
立
し
て
い
っ
た
次
第
を
考
察
す
る
。
「
幽
玄
」
や
「
か
か
り
」
と
い
っ
た
も
の
に
対
す
る
世
阿
弥
の
考
え
は
、
時
期
に
よ
り
色
合
い
と
ス
タ
ン
ス
の
微
妙
な
変
容
を
見
せ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
そ
の
変
容
は
彼
の
能
楽
観
の
根
本
に
関
わ
る
重
大
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
は
、
「二曲一一一体」の確立および成熟と密接な関係を持つもので
あったという。続く第二部（国の昌邑け匡扁畠二国』目）では、
「一一曲一一一体」に基づく能作の理論と実践が、それぞれ「三
道」および〈高砂〉の分析を通じて検討される。第三部（己局
再Ｓ氏の二目の目の昌目ご量言雪誓言（）では、「一一曲三体」
が
世
阿
弥
一
流
の
教
育
体
系
の
中
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
、
と
り
わ
け
、
「
無
心
」
や
「
妙
」
と
い
っ
た
高
い
次
元
で
の
上
演
の
成
功
を
達
成
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
い
か
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
ていたかが考察される。巻末には、「三道』と〈高砂〉の注付
て
い
た
か
が
考
察
さ
れ
る
。
空
き
英
訳
が
付
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
世
阿
弥
の
能
楽
論
に
特
化
し
た
外
国
語
の
研
究
書
は
、
翻
訳を除けば、トーマス・ヘャの著作（西胃ｏ己］・目四の．辱□言房
切貫囚二・三）雪国昌画旦思・ミミロミ言・の旨さａご己ぐの『ぬご
石『①ｍの》ご霊）などごく限られたものしかなかった。その意味
で
本
書
の
刊
行
は
、
英
語
圏
の
能
楽
論
研
究
の
一
つ
の
画
期
を
な
す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
書
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
一
九
八
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
者
の
学
位
論
文
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
て
大
幅
に
手
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
巻
末
の
参
考
文
献
表
も
頗
る
詳
細
で
あ
る
。
◎
論
文
」安『＆１》】四の目・亀甲①四の巨『曰、弓の②の。『の［雲母辱旨函国の自己》のｚ○勺四ｒ
ｓヨョ①『四三の『○ｓ三扇面・の百ヶ・雪。『冒邑］の胃●の．》》演劇研究遷筥‐
】①。「実験劇場」（［＆。『昌。『］国］の畳①）を主宰したことで知ら
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
代
劇
作
家
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
演
劇
観
と
、
世
阿
弥
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
試
み
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
世
代
間
で
ど
の
ように伝達・伝承を行なっていくかという問題（亘目の己の‐
巴
目
）
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
、
両
者
に
共
通
す
る
も
の
が
見
出
さ
れ
書
評
な
ど
を
見
る
限
り
、
本
書
は
お
お
む
ね
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
テ
ク
ス
ト
の
解
釈
に
や
や
疑
問
が
残
る
と
す
る
向
き
も
あ
る
。
世
阿
弥
の
能
楽
論
全
体
を
二
曲
三
体
論
か
ら
捉
え
返
そ
う
と
す
る
の
は
著
者
の
独
自
の
視
点
で
あ
る
が
、
世
阿
弥
を
ど
の
よ
う
な
思
想
家
と
し
て
捉
え
る
か
と
い
う
核
心
的
な
問
題
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
視
点
と
そ
れ
に
基
づ
く
解
釈
の
妥
当
性
・
有
効
性
に
つ
い
て
、
な
お
慎
重
な
検
討
と
今
後
の
さ
ら
な
る
議
論
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
、
日
本
人
で
あ
る
か
外
国
人
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
能
楽
論
に
関
心
を
持
つ
全
て
の者に投げかけられた問いであると言えよう。
書評竺涛旨の》宅巴一ｍ・舌置ミミミ」息§§切言＆鴎践冒・］
（曽三）己ヨーョ⑤．へｏ・一二・Ｐ言彊胃の〔・曽薑ごｓきき震ミミ
匿．ｐ・・］（四ｓ『）己君－画毛・へ□貝》富・己冨・雪・言揮葛言蜀已・・
酉（』ｃｃ、）函←①←’一℃⑪。
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西洋文学研究国印屋‐＄・
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
た
謡
曲
の
英
訳
を
概
観
し
、
謡
曲
翻
訳
の
問
題
点
と
展
望
を
論
じ
る
。
謡
曲
の
翻
訳
は
、
時
代
と
と
も
に
質
の
高
い
翻
訳が生み出されるようになったが、とりわけ近年のものは、
研
究
の
進
展
、
あ
る
い
は
翻
訳
に
対
す
る
考
え
方
の
成
熟
を
受
け
て
、
｜つ一つがそれぞれに工夫を凝らした特徴的なものが増えて
き
て
い
る
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
単
に
進
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
読
者
層
や
用
途
（
教
室
用
か
、
舞
台
観
賞
用
か
靭等）を想定するか、どの側面に重きを置くか（演者の動き、
伽音楽の構造、言葉の典拠等）によって、翻訳のスタイル（注
平
や
補
足
の
位
置
、
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
）
が
多
様
化
し
て
き
て
い
望るのである。後半では、〈井筒〉から数箇所を取り上げて各訳
搬の特徴を比較し、言語の差異（文法構造の相違等）が翻訳に
研及ぼす影響について一一一一口及する。なお、ほぼ同内容の和文論文
Ｗ
が
、
『
外
国
人
の
能
楽
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
英
文
に
比
べ
る
１
 
と
内
容
は
簡
略
だ
が
、
翻
訳
書
の
比
較
が
画
像
資
料
と
し
て
付
さ
れ
て
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
演
劇
行
為
の
根
源
に
あ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
も
の
（
の
冨
曰
囚
昌
の
己
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
能
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
は
当
初
か
ら
能
を
含
め
た
ア
ジ
ア
の
演
劇
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
世
阿
弥
に
言
及
し
た
発
言
も
あ
る
。
引
用
さ
れ
た
文
章
か
ら
は
世
阿
弥
の
考
え
方
と
の
違
い
も
う
か
が
わ
れ
、
異
文
化
接
触
の
問
題
と
し
て
興
味
深
い
。
ｎ．一号・Ｐ二四局員の（・倉巨目の》三【ず①の》目□四壱二○一二三貰
の。白の勺貝邑の一のす①雪①自国巴曰①の①目」］砦目①の①国亘巳
三四の房・葛跨ミヨ冒言舌震ミミ層・口○・四己ヨー量ｍ・
能
と
バ
リ
島
の
仮
面
舞
踊
劇
の
面
を
比
較
し
、
そ
の
類
似
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
三
種
の
面
を
比
較
の
対
象
と
し
、
能
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
獅
子
、
般
若
、
翁
系
統
の
面
で
あ
る
。
視
覚
的
に
形
態
が
似
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
の
持
つ
性
格
や
、
使
わ
れ
方
、
祭
礼
等
で
用
い
ら
れ
る
際
の
機
能
な
ど
に
も
、
類
似
が
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
考
古
学
や
神
経
生
物
学
な
ど
の
最
近
の
知
見
を
援
用
し
つ
つ
、
能
と
バ
リ
の
舞
踊
は
深
い
と
こ
ろ
で
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
両
者
の
底
に
は
、
何
か
時
代
や
地
域
を
越
え
て
通
じ
る
普
遍
な
る
も
の
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
論
の
眼
目
の
よ
う
で
あ
る
。
著
者
に
は
、
前
年
に
出
さ
れ
た
同
じ
テ
ー
マ
の
著
作
が
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
あ
る
仕
事
で
あ
ろ
う
。
司巨言の亘白砂当ＫＯの巨戸○・属三四の【の．冒肩〔｛胃の。【勺四の（四目句巨亘『。
ｚ・目巨『四三四目＆ｑの堕萱員崎国寳．ごＬ房冒菖臼青ロミさミ言ミ層》己。．
⑭》四一℃－画⑤『・
一一○○四年に早逝した狂一一一戸役者、野村万之丞の活動を回顧
す
る
論
。
万
之
丞
は
、
古
典
の
枠
に
お
さ
ま
ら
な
い
幅
広
い
領
域
に
ま
た
が
る
活
動
を
展
開
し
た
が
、
著
者
は
「
新
伎
楽
」
を
そ
れ
ら
の
活
動
の
一
つ
の
集
大
成
と
し
て
見
定
め
、
そ
の
紹
介
と
検
討
を
通
し
て
、
彼
い
る
｡ 
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百○色①》の亘皀四・《夢の①己呂ｏ皆〕□『８．三ｏｚ呂需の岳の号の。ご星
稜
論
苑
雰
乞
‐
豊
・
記
号
論
の
考
え
方
を
導
入
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
に
代
表
さ
れ
る西洋演劇）と世阿弥（に代表される日本の演劇）の考え方を
比
較
し
、
両
者
の
志
向
の
違
い
を
あ
ぶ
り
だ
そ
う
と
す
る
試
み
。
前
掲
の
冑
・
皇
氏
、
Ｃ
○
二
ｓ
皀
氏
の
論
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
古
今
・
東
西
の
演
劇
や
演
劇
観
を
比
較
す
る
と
い
う
視
点
は
近
年
ま
す
ま
す
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
方
向
の
議
論
は
活
発
に
な
っ
て
いくだろうが、その方法をとることの是非、および、その際
の議論の方向性・枠組み設定の当否の問題を含めて、東西ど
ち
ら
の
立
場
か
ら
発
言
す
る
に
せ
よ
、
よ
り
慎
重
か
つ
委
曲
を
尽
く
し
た
検
討
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
の
活
動
の
背
景
に
あ
っ
た
意
図
、
各
地
の
役
者
や
研
究
者
と
の
交
流
の
諸
相
、
そ
し
て
彼
の
業
績
の
意
義
を
考
察
す
る
。
ロ日》因のｐｍＳ・・・倉石の弓曰旨、雪べ葛」奇己】の己〕の冑の。帛
寄皀四日歸ロロロ・謬跨薑望圏言實ミミ巴．□・」凸函‐弩
禅
鳳
の
能
作
の
特
徴
を
、
数
曲
の
例
曲
（
〈
初
雪
・
生
田
敦
盛
・
黒
川・家持〉）の分析を通して、とりわけ前代（世阿弥や禅竹）の
能
と
の
対
比
の
上
で
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
著
者
が
禅
鳳
の
能
の
特
徴
と
見
る
の
は
、
種
々
雑
多
な
素
材
の
活
用
、
夢
幻
能
的
で
は
な
い
単
線
的
な
時
間
の
流
れ
、
視
覚
的
な
効
果
の
強
調
、
場
面
の
複
数
化
や
多
様
な
人
物
配
置
に
よ
る
筋
の
複
雑
化
、
な
ど
で
あ
る
。
著
者
の禺呂四》］屋二・・由の言のｇＺ＆自己Ｑ・ぬの貝己〕の国の皀亘】昌
己目、①の目已弓の因の畳。］四ｓ・のｍｚ・已目８葱（で臼巨へ口）神
奈川工科大学研究報告Ａ人文社会科学編鵠（画＆←）凸、‐詮へ
画①（画ＣＣｍ）函］四ｌ図画・
能
や
狂
言
の
登
場
人
物
（
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
で
検
討
さ
れ
る
の
は
ほとんどが能の場合である）はなぜ舞を舞うのか。著者は、
能
の
舞
に
は
、
劇
中
舞
の
よ
う
に
場
面
が
要
求
す
る
も
の
か
ら
、
シ
テ
の
心
情
を
表
す
も
の
と
し
て
の
抽
象
的
な
舞
ま
で
、
様
々
な
段
階
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
恨
み
や
悲
し
み
な
ど
の
感
情
が
あ
ま
り
に
強
い
と
き
に
は
む
し
ろ
舞
は
成
立
し
に
く
く
、
感
情
が
い
わ
ば
昇
華
さ
れ
た
と
き
に
こ
そ
舞
は
舞
と
し
て
成
り
立
つ
傾
向
が
あ
る
、
と
す
る
。
例
え
ば
〈葵上〉の六条御息所が舞を舞わないのは、彼女が「舞う心」
で
は
な
く
「
舞
わ
ぬ
心
」
の
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
能
に
お
け
る
舞
の
意
義
を
、
曲
の
内
容
、
と
り
わ
け
登
場
人
物
の
心
情
と
の
関
係
で
考
察
す
る
論
で
あ
る
。
は
、
こ
れ
ら
は
禅
鳳
が
同
時
代
の
潮
流
を
受
け
つ
つ
行
な
っ
た
意
識
的
な
改
革
の
産
物
で
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
変
革
を
齋
し
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
ま
た
、
定
訳
が
な
か
っ
た
「
風
流
能
」
を
富①］の、目冨己の昌目］Ｂｐｑ》と訳してはどうかという提案もなさ
れている。
の四］国》］。ご印西・食のこずご塵のの巨ワ色①臣①囚曰可凹自の一国ご曰、ｚ○ず四ロー］丙嗜○ｍ①巨
旨ｚの暑き『丙。ご国際文化研究①函室Ｉ望．
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著者は、二○○四年一一一月にニューヨークで行なわれた能・
狂
言
の
上
演
に
字
幕
を
付
し
た
経
験
を
持
つ
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
能
と
狂
言
の
翻
訳
に
つ
い
て
論
じ
る
論
で
あ
る
。
能
は
劇
の
進
行
が
遅
い
た
め
、
一
一
・
三
行
で
途
切
れ
途
切
れ
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
字
幕
で
は
観
客
の
注
意
を
引
き
続
け
る
の
が
難
し
い
こ
と
、
逆
に
、
断
片
的
に
表
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
字
幕
に
お
い
て
は
、
和
歌
や
連
歌
の
よ
う
に
、
後
へ
後
へ
と
続
い
て
い
く
言
葉
の
流
れ
を
、
あ
え
て
中
断
す
る
こ
と
で
先
の
展
開
を
期
待
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
、
狂
言
で
は
動
き
と
セ
リ
フ
（
言
葉
）
の
内
容
が
連
動
し
て
い
る
た
め
、
笑
い
の
ポ
イ
ン
ト
と
動
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
ど
、
書
物
を
前
提
に
し
た
こ
れ
ま
で
の
翻
訳
論
と
は
一
風
変
わ
っ
た
論
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
の①ｓの『》三百．ご呂目の⑫のｚｇ目昌ご・ぬのロ国昌の》の言い旨い□｝
＆○ｓ目『・葛Ｓご愚ロ宣言□冒言＆由Ｐロ○・四凸三－四ｓ・
能
と
狂
言
は
、
相
互
に
対
立
す
る
要
素
を
含
み
持
ち
つ
つ
、
そ
の
対
立（＆＆○ｓ目『）の両極がお互いを支え合う関係を形成する
こ
と
で
、
両
者
の
間
に
は
調
和
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
調
和
的
な
対
立
関
係
は
、
能
や
狂
言
の
様
々
な
レ
ベ
ル
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
見
解
の
も
と
に
、
著
者
は
能
と
狂
言
の
数
あ
る
演
目
を
、
基
本
的
に
は
能
の
五
番
立
て
の
枠
組
み
の
中
に
配
列
し
、
そ
の
枠
組
み
の
中
で
、
曲
ど
う
し
の
間
、
あ
る
い
は
能
と
狂
言
の間で、どのような対立が成立するかを論じていく。〈様々
な
演
目
に
つ
い
て
対
立
と
い
う
軸
を
立
て
る
と
こ
の
よ
う
に
見
え
て
く
Ｎ○二ｍ①『》雪］§・・白のの巨の②旨Ｃ『の呂信四□垣巨旨ご①三・二＆
勺５日。』の目ｚ・声二ｍの百・薯相模英米文学田率勗‐国①・
能
面
研
究
に
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
（
目
録
）
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
論
。
多
く
の
能
面
が
各
地
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
、
多
く
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
散
発
的
に
展
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
現
存
能
面
の
全
体
像
を
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
傭
臓
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
な
ど
、
現
在
の
能
面
研
究
の
問
題
点
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、
各
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
能
面
の
調
査
を
行
な
う
べ
き
こ
と
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
デ
ジ
タ
ル
目
録
を
作
成
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
著
者
は
フ
ァ
イ
ル
・
メ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
独
自
に
目
録
作
成
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
、
目
録
の
サ
ン
プ
ル
が
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
や
公
開
の
予
定
の
有
無
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
る〉ということと、〈様々な演目は対立を軸にして作られてい
る
〉
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
こ
と
で
あ
り
、
本
来
分
け
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
本
論
に
お
い
て
そ
の
あ
た
り
が
ど
の
よ
う
な
見
通
し
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
い
ま
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
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